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ますます便利に

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
大
き
く
う
け
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

よ
り
、
10
月
頃
か
ら
は
一
定
程
度
の
落
ち
着
い
た
生

活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

状
況
下
で
、
11
月
に
は
「
第
18
回
全
国
藩
校
サ
ミ
ッ

ト
壬
生
大
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
、
全
国
か

ら
多
く
の
藩
主
、
藩
校
関
係
者
を
お
招
き
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
大
会
は
、
大
変
多
く
の
メ
デ
ィ
ア

に
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
サ
ミ
ッ
ト
を
通
し
て

壬
生
町
の
文
化
を
全
国
に
お
届
け
す
る
こ
と
も
出
来

ま
し
た
。

　
令
和
４
年
は
、
大
き
な
話
題
と
し
ま
し
て
、
「
壬

生
町
役
場
新
庁
舎
の
開
庁
」「
栃
木
県
初
と
な
る
コ

ス
ト
コ
の
オ
ー
プ
ン
」「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体

の
開
催
」
と
、
壬
生
町
が
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
る
一

年
と
な
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
参

加
型
の
ま
ち
づ
く
り
で
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
町
政
運
営
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
生
か
し
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
経
済
活
性
化
を
行
い
、
活
力

あ
る
壬
生
町
を
描
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

大きな飛躍の年へ
壬生町役場新庁舎開庁
　令和４年５月６日に新庁舎が開庁します。場所は町体育館の南とな
り、緊急時における防災拠点として、また、町民の憩いの場所とし
て、整備を進めてきました。また、現庁舎跡地利活用につきまして
は、地域の皆さまと共に検討しています。

六美町北部土地区画整理事業
　様々な年代の方が住み続けることが出来る良好な住環境の確保を目
的に、新しいまちづくり、土地区画整理事業が進んでいます。同地区
内では、県内初出店となるコストコ社やカインズ社が夏頃のオープン
に向けて準備を進めるなど、活力ある地区へと発展が期待されます。
地域住民の安全・安心を第一に、周辺環境の整備を進めます。

いちご一会とちぎ国体開催
　令和４年10月には、国内最大のスポーツの祭典
「いちご一会とちぎ国体」が予定されています。本
町は、スポーツクライミングと銃剣道が、デモン
ストレーションスポーツとしてターゲット・バード
ゴルフの競技が行われます。全国からたいへん多
くの選手、関係者、観客がお越しになりますので、
「最高のおもてなし」を準備しています。

壬生町長

小菅 一弥

おもちゃのまち駅バリアフリー
　誰もが利用しやすい駅舎を目指して、エレベータ
ー設置の協議・調整を進めています。

新公共交通システム
　地域公共交通網の見直しを行い、新たな公共交通
（循環バス等）の導入を進めています。
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新年のごあいさつ
新庁舎建設だより
新型コロナウイルスワクチン接種
まちトピ
国体通信
壬生高校60周年記念特集
確定申告は期限内に！
催し・講座、募集
おしらせ
介護
こども
図書館からのおしらせ
１月16日～２月15日カレンダー

表紙写真：写真は、壬生お姫様料理です。
詳細につきましては、広報みぶ２月号に掲
載予定です。



　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち

た
令
和
４
年
の
新
年
を
、
晴
れ
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
重
ね
て
、
日

頃
よ
り
町
議
会
活
動
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終

息
に
は
時
間
を
要
す
る
中
、
町
民
の
皆
様
、
事
業
者

の
皆
様
に
は
、
大
変
厳
し
い
状
況
下
で
感
染
拡
大
防

止
の
取
組
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
議
会
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
様
式
が
様

変
わ
り
す
る
中
で
も
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
議

会
運
営
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
な
が
ら
対
応
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
昨
年
は
、
初
の
試
み
と
し
て
、
議
会

報
告
会
を
動
画
に
よ
り
配
信
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議

会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
設
し
情
報
発
信
す
る
な

ど
、
わ
か
り
や
す
く
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
議

会
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
感
染
症
の
脅
威
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
り

ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
の
負
託
を
受
け
た
議
会
と
し

て
、
公
平
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
活
発
な
議
会
活
動
を
続

け
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
の
ご
支
援
並

び
に
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

壬生の誇り
ウィズコロナ社会に向けて
　昨年の新型コロナワクチン接種では、対象者の約９割に接種をいた
だきました。追加接種（３回目接種）は、昨年12月に医療従事者か
ら接種が始まり、高齢者の方へも順次開始をします。医療の町として
の誇りを胸に、引き続きウィズコロナ社会に向けて感染対策にご協力
をお願いします。

全国藩校サミット壬生大会レガシー
　昨年11月に開催をし、実りある大会となりました。これまでの論
語教育の継続を中心に、新たに誕生した壬生お殿様料理・お姫様料
理・お殿様土産、御城印やお殿様のお米など、更なる連携強化を図
り、発展させていきます。

コロナに負けない学びの継続
　新型コロナウイルス感染の第５波の影響で臨時休業となりました昨年
９月には、小中学生に一人一台配備をしているタブレット端末を使い、
全学年全教科のオンライン授業を実施し、緊急事態宣言下においても、
子どもたちの学びを継続することが出来ました。新型コロナ感染拡大や
災害等による登校困難時でも、将来を担う子どもたちの学びを継続する
ことが出来るようになり、安全・安心に繋げています。

安全・安心の暮らしに
清掃センター基幹的設備改良工事
　これからも安全・安心な暮らしのため、清掃センター基幹的整備改
良工事を行い、環境に配慮した設備の導入及び生活ごみの安定的な処
理体制を構築します。

公共施設のあり方を検討
　老朽化した公共施設の将来の維持費用、改修費用をシミュレーショ
ンし、計画的な改修等を実施します。

壬生町議会議長

玉田 秀夫

新年のご
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新庁舎建設だより（第18号）令和４年１月新庁舎建設だより（第18号）
新庁舎建設に係る進捗状況のお知らせについて

◎問合せ　新庁舎建設室事業推進係　☎（28）6718　FAX（82）8262

　フローリングの施工を行っています。
来庁者の皆様の利用頻度の高い窓口、
アクセスしやすい利便性の高い空間と
なっています。

　OA床とフローリングの施工を行っています。
「町のリビング」を目指したロングスパン構造による柱のないワンルーム空間とな
っています。
　１階に窓口機能を集約しており、上下移動が必要なく各種手続をすることができ
ます。

　新庁舎建設に関して、令和２年７月末の着工から約１年５カ月が経過し、令和４年１月現在、
本体工事はほぼ完了し、外構工事が施工されています。
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　令和４年５月の開庁に向け、工事もいよいよ最終段階に入ってきました。工事の際、近隣の方々には、
大型車両の往来、資材の搬入・搬出等でご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
　また、新型コロナウィルス感染拡大防止を含め、安全管理を徹底していきます。

　写真の中央上が新庁舎です。
　外装工事はほぼ完了し、建物周辺の外構工
事が本格的になってきました。

　前回のお知らせでは、10月頃までの工事を
お知らせしましたが今回はそれ以降に行われ
た工事の写真を掲載します。

　縦滑り窓とすることで内部からメン
テナンス・清掃がしやすくなっており、
維持管理コストが縮減されています。

　フローリングの施工を行っています。
　多目的トイレ、自販機コーナー、ベ
ビーステーション等を集約し配置して、
利便性を高めた空間となっています。

　木工事を行っています。天井高5.5
ｍとなっており、重厚感があります。
　最上階に配置しているので、合理的
な構成となっています。

１階　北側正面入口 １階　来庁者窓口　２階から撮影 １階　来庁者窓口　１階西側

外観（南側）１階　町民ロビー３階　議場



ワクチン接種について新型コロナウイルス新型コロナウイルス ワクチン接種について

新型コロナワクチン接種証明書について

３回目のワクチン接種について

12歳の誕生日を迎えた方等の個別接種（１回目・２回目）（町内医療機関での接種）の予約を受付しています

（令和３年12月20日時点）

◎問合せ
　壬生町新型コロナワクチンコールセンター　☎（28）6818　（平日のみ　午前９時～午後４時）
　※平日以外の当日キャンセルは、医療機関へ直接ご連絡ください。

○スマートフォンアプリで国内用・海外用の接種証明書が取得できるようになりました。

スマートフォン（iOS 13.7以降もしくはAndroid OS 8.0以降）、マイナンバーカード、券面事項入力補助
用暗証番号（４桁）、パスポート（海外用のみ）

①スマートフォンを用いて、App Store 又は Google Play で「接種証明書アプリ」と検索してアプリをイ
　ンストールする。
②マイナンバーカードと４桁の暗証番号で申請する。
③パスポートのMachine　Readable　Zoneを読み取る（海外用のみ）。

○日本国内用の接種証明書が紙で発行できるようになりました。また、いままでの海外用の証明書は国内でも使用が
　可能なものに変更になりました。

申請書、運転免許証や健康保険証などの本人確認書類、接種済証又は接種記録書等、パスポートなどの渡
航文書（海外用のみ）、返信用封筒、84円切手

・申請の受付は健康福祉課健康増進係となります。郵送の申請も可能です。
・申請してから発行まで数日間要します。発行後は基本的に郵送での送付となりますので、使用する予定
　がある場合はお早めに申請ください。
　【郵送での申請先】〒321-0292　壬生町通町12-22　健康福祉課健康増進係宛
　◎問合せ　健康福祉課健康増進係　☎（81）1885

接種証明書（電子版）の発行手順

接種証明書（電子版）の発行に必要なもの

接種証明書（紙版）の申請でご注意いただきたいこと

接種証明書（紙版）の発行に必要なもの
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

※その他詳細につきましては、公式ウェブサイトをご確認ください。

※接種証明書は接種済証や接種記録証とは別のものになります。提出先や使用先に確認し、接種証明書が必要な
　場合のみ申請くださいますようお願いします。

令和３年５月に２回目の接種を完了している方への接種券は発送しました。
まだお手元に届いていない方は、下記コールセンターへお問合せください。
その他詳細につきましては、広報みぶ、公式ウェブサイトで随時お知らせします。
※２回目の接種を完了された方のみ接種券を発行します。
※２回目の接種後に壬生町に転入された方は、下記コールセンターへお問合せください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

【２回目接種の完了からの接種間隔について】

【接種券の発送について】

対象者の区分
接種間隔

医療従事者等

高齢者（施設入所以外）
上記以外の18歳以上の者

高齢者施設等の従事者・入所者（高齢者）

現　行
８ヶ月

８ヶ月
８ヶ月

８ヶ月

前倒し後
６ヶ月
６ヶ月

７ヶ月（ただし接種は令和４年２月から）

国の接種間隔の指示に基づき対象者に随時発送します。

２回目接種完了月 令和３年５月 令和３年６月 令和３年７月
接種券発送時期 令和３年12月（発送済） 令和４年１月 順次発送

・12歳の誕生日を迎えた方
・12歳以上で、まだワクチン接種をしておらず、接種を希望される方

電話申込：壬生町新型コロナワクチンコールセンター
☎（28）6818　午前９時から午後４時まで（平日のみ）
※高校生までのお子様につきましては、接種の際、保護者の同伴をお願いします。
※その他詳細につきましては、公式ウェブサイトをご確認ください。

対　　象

予約方法



受賞者（敬称略）

○文化財保護審議会委員として功績があったと認められる方 ………………
○消防団員として功績があったと認められる方 ………………………………

○人権擁護委員として功績があったと認められる方 …………………………
○交通指導員として功績があったと認められる方 ……………………………
○消防団員及び少年指導員として功績があったと認められる ………………
○消防団員及び農業委員として功績があったと認められる方 ………………

○町に１件100万円相当以上の金品を寄附された方 …………………………

黒川　正　
関根　智之
橋本　康成
粂川　武正
高橋　日出子
石島　松夫
刀川　正己

佐藤　惠子
針生　清司
壬生町建設業協同組合
株式会社ＴＫＣ

功 労 賞

徳 行 賞

　永年にわたり、町政運営の推進、教育・文化の振興等で多大な功績を残された
方々を称え、「令和３年度壬生町自治功労者表彰式」が、11月１日（月）に役場正庁
で行われました。
　今年は、功労賞７名、徳行賞４名の方が受賞されました。

自治功労者を表彰町発展への功労・
功績をたたえ 自治功労者を表彰町発展への功労・
功績をたたえ

（該当条項順、職名順、50音順）

くろかわ　　まさくに

せき ね　　　ともゆき

はしもと　　やすなり

くめかわ　　たけまさ

たかはし　　  ひ　で　こ

いしじま　　まつ お

たちかわ　　まさ み

 さ とう　　  え　こ

はり  う       きよ し
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安全と安心を提供する まごころサービス
鈴木自動車販売グループ

フリーダイヤル（通話料 当社負担）0120-12-0798



　

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
壬
生
町

消
防
団
員
の
方
の
表
彰
者
並
び

に
消
火
協
力
者
の
方
の
表
彰
者

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
変
あ
り
が
と
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〒150-0021　東京都渋谷区恵比寿西1-16-3　吉房ビル４階
〒323-0807　栃木県小山市城東1-1-32-102

47年の実績



和３年度第１回総合教育会議を10月25日（月）に生涯
学習館講堂で開催しました。総合教育会議は、町長と

教育委員会が十分な意思疎通を図り、町の教育の課題やある
べき姿を共有し、今後の教育行政を進めていくうえで、重点
的に講ずべき施策を調整するために開催するものです。
　第１回会議では、社会の国際化、グローバル企業の増加に
よる英会話力の必要性が増しており、現状の学校教育だけで
は実践的な英会話力を身につけることが難しいことから、高
い英語力を身につけるための施策を協議しました。
　タブレット端末を活用し、小学６年生から中学３年生を対
象に『英文法』や『学年別英単語』の１学年上の先取り学習
を行うなど基礎力の向上を検討しました。また、夏季休業中
にオンライン海外体験語学研修や週１回のオンライン英会話
などの実施を検討していくことを確認し、閉会しました。

令

令和３年度 第１回総合教育
会議を開催しました

左から　小菅町長　大畑トシ様

月５日（金）に、壬生町女性防火クラブ顧問の大
畑トシ様に対して、令和３年度防災功労者内閣

総理大臣表彰伝達式を行いました。
　大畑様は、昭和63年に壬生町婦人防火クラブに入会
以来33年間にわたり、会員として努められ、現在は同
クラブの顧問を務められています。
　その間の活動の一部として、イベント時に炊き出し
訓練を行ったり、作成した防災教育のしおりを小中学
生に配布したりするなど、様々な世代に対しても防災
思想の普及に多大な貢献をされました。このような
様々な功績が認められ、今回の防災功労者内閣総理大
臣表彰の受賞に至りました。また、今後はこれまでの
経験を伝えていくとともに、若い世代への働きかけを
していきたいと抱負を話されました。

11
令和３年度防災功労者内閣総理大臣表彰伝達式が行われました

い  とうえき  こ

8

はた

伊東益子さん100歳
おめでとうございます
伊 東益子さんが100歳の誕生日を11月23日
（火）に迎えられたため、お祝い状を手渡

し、長寿をお祝いしました。
　伊東さんは、以前は東京で助産婦の学校に通
っており、戦争後は看護師補助として仕事をし
ていたそうです。
　また、三陸海岸の山の方に住んでいたことも
あり、「海産物」が好物で、料理と裁縫が得意
とのことです。
　これからもお元気で長生きをしていただきた
いと思います。

　壬生町では、100歳を迎えられた方に、敬老事業
として長寿を祝っております。

祝百寿

おお



○C柊あおい

型コロナウイルス感染症の影響により、なかなか
訓練が出来ない状況でしたが、約半年振りに石橋

地区消防組合壬生消防署で訓練を実施しました。訓練内
容も、新型コロナウイルス感染症対策として、分団ごと
に分かれて実施することにより密を避け、訓練時間も出
来る限り短縮出来るよう、工夫し開催しました。
　訓練前には、長年消防団で活躍されている団員の皆さ
ま、そして支える奥様への表彰式を行いました。
　壬生町消防団は火災現場だけではなく、災害時の対応
や行方不明者の捜索、イベント警備など、幅広く活動を
しています。
　町民の皆さまも是非、消防団の活動にご理解・ご協力
をいただき、活動を見かけた際は、労いの言葉をかけて
いただけますと、より安全・安心の壬生町へと繋ってい
くと思います。

壬生町消防団団員訓練が
行われました
新

9

月18日（木）、壬生北小学校３年生を対象に、オオムラサキ
の里を作る会（大島菊夫会長）がオオムラサキの出前授業を

行いました。
　６月23日、壬生町家庭教育推進事業「子育て・親育ち講座」
において、３年生及びその保護者に対し、オオムラサキの生態
について学習したり、実際にオオムラサキに触れたりするなど
の講座を行い、本授業はその継続的な内容になります。
　児童は学校の北側にある「北っ子の森」で前回同様にオオム
ラサキについて説明を受けた後、オオムラサキの幼虫をエノキ
の木の下で探したり、放虫したりしました。

11
壬生北小学校でオオムラサキの出前授業を開催！

おおしまきく お

大島菊夫会長、壬生北小学生

月28日（日）に、新型コロナウイルス感染症の影響により延期となっていました、第72回二十歳の集
いが開催され、244名の方が参加しました。感染予防の観点から記念写真のみの実施でしたが、城址

公園ホールの前では、近況を話していたり、多くの方が写真を撮り合ったりと、久しぶりの再会を楽しん
でいる姿が見られました。

11
第72回二十歳の集い（令和２年度成人式）を開催しました



植え付けを行った更生保護女性会の会員、くにや幼稚園の園児、先生方

月５日（金）、壬生寺第二保育園近所の農
家の刀川成市さん夫婦のご厚意により、

所有する畑において、同保育園の園児と児童ク
ラブの小学生がさつまいも掘りをしました。
　大きなさつまいもがたくさん収穫できて、子
どもたちは大喜びでした。

11
さつまいも堀りをしました！

生町更生保護女性会より町内小
中学校・壬生交番・くにや幼稚

園へチューリップの球根が贈呈されま
した。コロナ禍でマスクをしたり、学
校行事等が制限されたりするなど、不
安な中で学校生活を送っている子供た
ちに少しでも元気な気持ちになってほ
しいと思い、今年は５色の球根計500
球を贈呈し、くにや幼稚園では会員と
子供たちが一緒に球根の植え付けを行
いました。

壬
更生保護女性会　チューリップの球根を贈呈

10

たちかわせいいち

課後学習サポート事業（教育委員会主催）は、毎年11
月から翌年２月まで壬生中、南犬飼中の中学３年生を

対象として行っています。放課後を利用して進路や夢の実現
に向けて学習に励む中学生を地域住民が無償の学習支援ボラ
ンティアとなり、自らの経験やスキルを生かしながら支援す
るものです。本事業は、みなさまに支えられて、今年で17
年目となりました。
　今年度も16名の学習支援ボランティアが、両校あわせて
57名の生徒たちの学びのためにご協力くださっています。
放課後の各会場では、積極的に学習支援ボランティアに質問
する生徒の姿と、それに対して優しく誠実に答える学習支援
ボランティアの姿が度々見られます。また、お互いに笑顔が
あふれ、交流を深めています。
　次代の壬生町の担い手である中学生が、地域のみなさまか
らあたたかな支援を受けながら学び育っていけるよう、今後
も本事業へのご支援をお願いします。

放

16名のボランティアが57名の中学生の学びを支援
地域のみなさまに支えられて17年！

～放課後学習サポート事業～ 11月～スタート！！

壬生中学校

南犬飼中学校



　総合公園の遊具の点検などをしている、株式会社
はやぶさ様よりベンチ25基の協賛をいただき、10月
13日（水）に実行委員会長の小菅町長より感謝状の
贈呈を行いました。
　贈呈式では、株式会社はやぶさ代表取締役平出公
彦様から協賛物品目録の贈呈を受け、実行委員会長
よりお礼の言葉を述べました。
　あたたかいご協賛をありがとうございました。協賛
いただいたベンチは、国体の成功に向けて活用し、
国体終了後も町で活用していく予定です。
　いちご一会とちぎ国体壬生町実行委員会では、協
賛の募集を行っています。ご不明な点等がございま
したら、下記まで問合せください。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

Vol.9

協賛に対する感謝状
 贈呈式を行いました！

いちご一会とちぎ国体デモンストレーションスポーツ１年前記念
ターゲット・バードゴルフ交流大会が開催されました！

いちご一会とちぎ国体壬生町実行委員会事務局（国体推進室）
〒321-0214　大字壬生甲3828番地（総合運動場管理棟２F）
☎（28）7810　FAX（28）7811

◎問合せ

　11月19日（金）に、いちご一会とちぎ国体デモンストレーションスポーツ（ターゲット・バードゴルフ）
競技会開催１年前を記念し、栃木県ターゲット・バードゴルフ協会主催のターゲット・バードゴルフ交流
大会が開催されました。この大会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のために開催期日を延期してい
ましたが、当日は開催を楽しみにしていた参加者により盛大に開催することができました。
　本大会は、令和４年９月11日（日）の開催となります。より多くの皆様方の参加をお待ちしています。

　今後も国体に関する様々な情報を実行委員会公式ウェブサイト
（https://www.mibu-kokutai.jp）にて掲載します。

公式ウェブサイト

左から　平出公彦様　小菅町長

ひこ

11

ひらいできみ



会
場
に
は
８
０
０
名
が
参
集
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第
18
回
全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
壬
生
大
会
を
11
月
20
日（
土
）に
城
址
公
園
ホ
ー
ル
な
ど
を
会
場
に
、
２
日
間
の
日

程
で
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
42
藩
の
旧
藩
関
係
者
や
29
藩
の
旧
藩
主
の
末
裔
が
一
堂
に
会
し
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
大
会
テ
ー
マ
は
「
鳥
居
家
三
君
に
見
る
人
づ
く
り
の
精
神
」
を
基
に
、
記
念
講
演
や
記
念
鼎
談
、
ま
た
、
子

ど
も
文
化
活
動
と
し
て
「
論
語
青
少
年
の
主
張
」
や
「
論
語
朗
誦
」
を
披
露
し
、
「
論
語
教
育
の
町
・
壬
生
」
を

発
信
し
ま
し
た
。

藩
校
サ
ミ
ッ
ト
開
催

　開会式の冒頭では開催地を代表し大会会
長の小菅町長と大会名誉会長の鳥居忠明さ
んがあいさつをしました。
　鳥居名誉会長は、壬生藩鳥居家の初代忠
英によって藩校〈学習館〉が設置され、そ
の柱となった「論語」を小中学校の教育に
導入し、論語を同時に暗唱した最多人数で
ギネス記録を樹立したことを紹介し「論語
教育の町」をアピールしました。

　記念講演・記念鼎談
では「人づくりを考え
る」をテーマに行われ
ました。
　講演では、町出身で
熊本大学教授の稲葉継
陽さんは精忠神社に祀
られている「家祖 元忠」の実像に迫り、「元忠は鳥居家にとって理想
の家祖であるにとどまらず、德川の天下における理想の忠臣だった」
と話しました。
　また鼎談では壬生藩鳥居家16代当主の鳥居忠明さん、実行委員長の
寺内進さん、東洋大学教授の岩下哲典さんの三人が、鳥居家三君（元
忠・忠英・忠挙）の人づくりに焦点を当てて語らいました。

　旧藩主紹介では、サミットのため参加した29藩のご当主が壇上で紹介され、德川
宗家19代家広さんは「藩校教育は日本の近代化の礎となった」とあいさつしました。

【旧藩主紹介】

【講演・鼎談】

【開会】

ただ

いなばつぐ

はる

てらうちすすむ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いわしたてつのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もと

ただ　　　　　　　　ただひろ

いえひろ

さ
ん
く
ん

て
い
だ
ん

とり  い  ただあきら

てる



　子ども文化活動は、藩校教育の伝統を受け継ぎ、「みぶっ子論語大朗誦」が
行われ、オリジナルテキスト「壬生論語古義抄」の18編全てを諳じました。
また、「みぶ論語青少年の主張」では、応募総数1,500作品に上り、最終選
考に残った３人が、それぞれの主張を発表しました。
　園児の催しとしては、慈覚大師円仁の誕生地といわれる壬生寺の保育園児
30名が、木遣歌からはじまり、円仁太鼓の演奏を披露し、会場から割れん
ばかりの拍手が送られていました。

【子ども文化活動】

たま だ  ひで  お

こ　ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　そらん

じ かくだい  し  えんにん

き  やりうた

　
翌
日
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
日

光
・
足
利
方
面
の
他
に
町
内
コ
ー
ス
を
設
定

し
、
車
塚
古
墳
か
ら
歴
史
民
俗
資
料
館
、
そ

し
て
蘭
学
通
り
沿
い
の
文
化
財
を
見
学
し
、

「
松
本
家
住
宅
」
で
は
鳥
居
茶
で
お
も
て
な

し
を
し
ま
し
た
。

　
資
料
館
で
は
鳥
居
家
祖
の
元
忠
遺
宝
展
が

開
催
さ
れ
、
元
忠
が
最
期
に
着
用
し
て
い
た

「
血
染
め
の
肌
着
」
を
拝
覧
し
、
参
加
者
は

元
忠
の
壮
絶
な
最
期
を
偲
ん
で
い
ま
し
た
。

な
お
、「
肌
着
」
は
元
忠
を
祀
る
精
忠
神
社

で
初
公
開
以
来
、
1
2
0
年
ぶ
り
で
し
た
。

【
２
日
目

　

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
】

13

せ
い
ち
ゅ
う
じ
ん
じ
ゃ

第
十
八
回
　
全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
　
壬
生
宣
言

〜
鳥
居
家
三
君
に
見
る
　
人
づ
く
り
の
精
神
〜

　

德
川
家
康
公
を
祀
る
「
聖
地
日
光
へ
の
玄
関
口
」
と
し
て
繁
栄
を
極
め
た
壬
生
、

ま
た
、
家
康
公
と
共
に
学
び
、
共
に
研
鑽
を
積
ん
だ
「
ご
学
友
」
で
あ
る
壬
生
藩

鳥
居
家
の
家
祖
元
忠
を
祀
る
壬
生
の
地
に
お
い
て
、
本
日
、「
鳥
居
家
三
君
（
元
忠
・

忠
英
・
忠
挙
）
に
見
る
人
づ
く
り
の
精
神
」
を
テ
ー
マ
に
第
十
八
回
全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト

壬
生
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
は
、
平
成
十
四
年
に
東
京
湯
島
聖
堂
で
初
め
て
開
催
さ
れ
て
以
来
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
よ
り
多
く
の
方
々
の
賛
同
と
参
加
を
得
て
、
今
年
で
十
八
回
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
私
た
ち
は
、
全
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
藩
校
教

育
の
伝
統
と
崇
高
な
精
神
が
受
け
継
が
れ
、
現
代
の
人
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
学
び
、藩
校
サ
ミ
ッ
ト
の
豊
か
な
成
果
と
し
て
共
有
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
壬
生
は
、
家
康
公
の
〝
ご
学
友
〞
で
あ
る
壬
生
藩
鳥
居
家
の
祖
、
元
忠
を
祀
る

「
精
忠
神
社
」
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
鳥
居
家
は
元
忠
以
来
、「
文
武
共
精
出 

成
徳
達
材
」

を
家
訓
と
し
文
武
の
興
隆
を
は
か
り
、
壬
生
藩
主
初
代
の
忠
英
は
、
自
ら
大
学
者
伊
藤

仁
斎
に
薫
陶
を
受
け
、
全
国
諸
藩
の
中
で
も
先
駆
け
て
藩
塾
「
学
問
所
」
を
創
設
、

六
代
の
忠
挙
は
「
学
問
所
」
を
藩
学
「
学
習
館
」
と
し
て
拡
充
さ
せ
、
多
く
の
人
材
を

育
成
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
西
洋
医
学
を
い
ち
早
く
取
入
れ
、
壬
生
は
近
代
医
学
の
最

先
端
と
な
り
、国
内
初
の
「
医
大
生
」
誕
生
、
国
内
初
の
「
看
護
婦
」
誕
生
地
と
な
り
、

西
洋
医
学
の
伝
統
は
今
、
壬
生
の
地
に
開
学
・
開
院
し
た
獨
協
医
科
大
学
及
び
病
院
に

引
き
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
学
習
館
の
故
地
に
は
壬
生
小
学
校
が
開
校
し
、

藩
校
教
育
の
伝
統
と
精
神
が
受
け
継
が
れ
、「
論
語
教
育
の
拠
点
」と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
先
人
た
ち
が
連
綿
と
受
け
継
い
で
き
た
崇
高
な
精
神
を
、
決
し
て
途
絶
え

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
豊
か
な
も
の
に
磨
き
上
げ
な
が
ら
、〝
明
日
を
担
う
子
ど
も

た
ち
〞
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
不
断
に
努
力
し
、
能
う
限
り
の
応
援
を
す
る
こ
と
を

こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

　
令
和
三
年
十
一
月
二
十
日

第
十
八
回
全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
壬
生
大
会
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　締めくくりに、玉田秀夫町議会議長が「壬生宣言」を発表し、「藩校の精神を、明日を担う子どもたちにつな
いでいくため努力していく」と宣言し、壬生大会は閉幕しました。

　この度の全国藩校サミット壬生大会におきましては、官民一体となって事にあたり、無事盛況のうちに終了する事ができました。
町民の皆様の物心両面にわたるお力添えに感謝します。
　また、「壬生宣言」のとおり、人づくりの精神を絶やすことなく、より良き「まちづくり」に皆様と共に関わって行きたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国藩校サミット実行委員会



壬生高校
60周年
記念特集

壬生高校の卒業生紹介第二回

かがやけ！壬生高かがやけ！壬生高かがやけ！壬生高

　私が勤めている専門学校は、ダンサーや声優、
イラストレイター、作曲家を目指している学生
が通っています。毎日学生が努力している姿を
見ていると、私までやる気がでます。
　私はダンスを16年間続けていますが、ダンス
の先生として働けている事が何よりも嬉しく、
毎日楽しく働いています。
　大学時代には海外へ２度のダンス留学を経験
しました。８歳の頃から続けていたダンスを仕
事にしたいと思いながら練習に励み、実現する
ことができました。
　今まで特にやりがいを感じたのは、生徒から
「先生に相談して良かった」、「亀岡先生が先
生で良かった」と言われたときです。

在校生に一言！
　将来のことを考えて選択に迷っている時、何をしなれ
ばならないかではなく、まず何をしたいかを考えてみて
ください。
　学生生活では、それに向けての準備期間として過ごす
べきだと思います。実りのある学生生活を送れるよう、
祈っています！

亀岡 沙亜乃さん
（平成27年度卒）
学校法人中央学園
中央アートスクール勤務

かめ おか    さ    あ    の 小山市にある専門学校に
勤めています

　警察官を拝命して３年目になりますが、まだまだ学ぶこ
とが多くあり、勉学に励んでいます。元気が一番の取り柄
だと思っているので、何事にも、積極的にチャレンジ精神
をもって、元気一杯に取り組んでいます。
　パトロールや県民の安心・安全を守る中で、県民の方が
笑顔で生活している姿を見ると、とても嬉しい気持ちにな
りますし、引き続き、使命感を持って活動しなくてはなら
ないと感じます。また、上司、先輩、同僚などの同じ職場
の方々と、今、成すべきことを１チームで果たすことに、
強くやりがいを感じています。
　今後の目標は、何事にも屈しない強い警察官になりたい
と思います。
　これから、たくさんの経験を積んで、自己の能力を高
め、県民の安心・安全を守れるように、壬生高魂を胸に燃
やしながら努力していきます。

在校生に一言！
　壬生高校で学んだことや出会った人たちは、一生の経験
や宝物になると思います。高校生活を楽しみながら、将来
の夢に向かい、チャレンジ精神を持って、頑張ってくださ
い。
　また、強い意志を持って、警察官を志望している生徒の
方も、一緒に働ける日を楽しみにしています。

大橋 拓磨さん
おお  はし    たく   ま警察官として働いています

壬生高校が創立60周年記念を迎えるにあたり、広報みぶで特集します！
壬生高校卒業生で、活躍をしている先輩たちを隔月で、全３回ご紹介いたします。

高校時代の亀岡さん

（平成26年度卒）
栃木県警察官
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高校時代の大橋さん
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◎問合せ　道路については　建設課管理係　　　　　☎（81）1850　FAX（82）8252
　　　　　公園については　都市計画課公園緑地係　☎（86）7117　FAX（25）7474　　

どのような
システム？

・道路、公園等の不具合（道路の穴、側溝の破損など）を発見
・通報サイトから、通報フォームに状況を入力
壬生町が投稿を確認、補修等を検討・対応します。

対象となる
不具合

利用方法

壬生町道路公園通報フォーム
1. お持ちのスマートフォンから、通報フォームにアクセス。もし
　くは壬生町公式ウェブサイト　　　　　検索。
2. 通報フォームにて、次の3つを操作。
　①不具合の状況を入力
　②通報したい道路損傷等の状況が分かる画像（近影と遠影）を添付
　③損傷等のあった場所を地図上で選択
3. 確認画面に進み、情報を送信。

注意事項

個人情報の
取り扱い

道路
・道路上に大きな穴、段差や損傷等がある
・道路側溝のふたが破損している
・その他、道路上で危険と思われる箇所がある

公園
・遊具が破損している
・公園の照明が切れている
・公園の木が倒れている

　情報提供は道路と公園の不具合に関する情報提供のみ、情報として受け付けます。
　通報に対し、本町から個別に対応状況等の報告はしません。
　通報は24時間いつでも送信できますが、通報内容の確認は役場の開庁時間に行います
ので、ご了承ください。また、通報箇所が町の管理箇所以外の場合は、それぞれの管理
者（国、県）へ情報提供します。側溝、カーブミラー、遊具等の新設や道路の拡幅などの
要望は、「通報フォーム」では受付していません。システムを利用するために必要とされ
るインターネット接続等に関する費用、その他一切の費用は利用者の負担となります。

　通報にあたり入力いただいた個人情報については、個人情報保護関連法及び壬生町の
例規に基づき保護されます。
　また、この個人情報については、通報内容の確認、システムの運営向上等のための分
析等、本システム運営業務にのみ利用し、他の目的には利用しません。

　壬生町では、町が管理する道路、公園等の不具合をスマートフォンを
使って、見つけた時にその場で通報できるサービスを開始します。

道路公園通報フォーム
二次元バーコード

通
報

道路公園

道路公園の損傷が

スマートフォンで通報
できるようになります（１月４日～）

道路公園の損傷が

スマートフォンで通報
できるようになります（１月４日～）



●投票日当日の投票終了が１時間早くなります！
今回の選挙から投票日当日の投票終了時間が午後７時になります。

期日前投票はこれまでどおり午前８時30分から午後８時までです。
仕事等の都合で、当日投票することが難しい方は期日前投票のご利用をお願いします。

●立候補予定者説明会
日　時……２月24日（木）　午後２時～　
場　所……壬生中央公民館　中ホール
※出席人数は立候補予定者１名につき、２名以内とします。

●立候補届出書等事前審査会

◎問合せ　選挙管理委員会　☎（81）1807

日　時……３月18日（金）　午前９時～正午……町長選、町議選（壬生地区）
 　           　　　　　　　午後１時～４時……町議選（稲葉・南犬飼地区）
場　所……壬生町役場　２階　正庁

●立候補届出受付
日　時……３月22日（火）　午前８時30分～午後５時
場　所……壬生町役場　２階　正庁

これからは

午前７時～午後７時まで
今まで

午前７時～午後８時まで
※今回の壬生町長・壬生町議会議員選挙以降の選挙

～～～～～～～～～～～～
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壬生町長・壬生町議会議員選挙
投票日 令和４年３月27日（日）

壬生町長・壬生町議会議員選挙
立候補予定者の皆様へ

１.目的
　壬生町では「第２次壬生町男女共同参画プラン」の10
年間の計画期間の中間年にあたることから、プランの見直
しを進めています。この度、計画（案）がまとまりました
ので、住民の皆さまからのご意見を募集し、計画に反映さ
せます。
２.募集期間
　12月15日（水）～１月14日（金）
３.意見を提出できる方
　①壬生町に住所を有する方
　②壬生町に通勤・通学する方
　③壬生町に事務所又は事務所を有する方
　④壬生町税の納税義務者
４.計画素案の閲覧方法
　①生涯学習課・稲葉出張所・南犬飼出張所で閲覧
　②壬生町公式ウェブサイト
（注）公式ウェブサイトを除き、閲覧は土・日・祝日を除く
　　平日の午前８時30分から午後５時15分までとなります。

５.意見の提出方法
　パブリック・コメント記入用紙（公式ウェブサイトおよ
び左記施設に設置）により、次のいずれかの方法で提出し
てください。
　①郵送又は持参
　②ＦＡＸ又は電子メールによる送信
（注）提出期限は１月14日（金）午後５時15分まで、電話
　　での受付はしませんのでご了承ください。
６.意見の取り扱い
　提出されましたご意見の概要及び検討結果につきまして
は公式ウェブサイトに公開します。併せて生涯学習課で閲
覧することができます。
（注）ご意見をいただいた方の氏名等の公表、及びご意見
　　に対する個別の回答はしません。
（注）内容が類似するご意見は取りまとめて公表すること
　　があります。

◎問合せ　生涯学習課　☎（81）1873　FAX（82）0935
　　　　　　　メール　gakusyu@town.mibu.tochigi.jp

「第２次壬生町男女共同参画プラン」中間見直し（案）
に対してご意見をお聞かせください



 国民年金20歳になったら
～新成人の皆さんへ～

 国民年金20歳になったら 国民年金
　国民年金は、老後やいざという時の生活を現役世代みんなで支え
ようという考えで作られた仕組みです。
　具体的には、公的年金に加入し保険料を納めることで、老後や病
気やケガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったとき等
に、年金を受け取ることができる制度です。

20歳になったら

・ねんきんダイヤル　　　　　　☎0570（05）1165
・栃木年金事務所　国民年金課　☎（22）6074
・住民課国保年金係　　　　　　☎（81）1827

国民年金のポイント
★「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以
下の場合、国民年金保険料の納付が猶予されます。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学(大学院)、短期大
学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限１
年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。

★「納付猶予制度」
　20歳から50歳未満の方（学生以外）で、ご本人及び配偶者の所
得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が猶予されます。
　
※学生納付特例・納付猶予の期間は、老齢・障害・遺族基礎年金の受
給資格期間に算入されますが、老齢基礎年金の受給額には反映されま
せん。10年以内であれば、後から保険料を納付（追納）して受給額
を増やすことが可能です。（承認期間の古い順からの納付になりま
す。また、３年度目以降は当時の保険料に加算金がつきます）

◎将来の大きな支えになります
　国民年金は20歳から60歳までの方が加入し、
保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するので、生涯にわたっ
て安定した年金の給付が保障されます。

◎老後のためだけのものではありません
　国民年金には、老齢年金のほか、障
害年金や遺族年金があります。障害年
金は、病気や事故で障害が残ったとき
に支給されます。遺族年金は、加入者
が死亡した場合、その加入者により生
計を維持されていた遺族（「子のある
配偶者」や「子」）に支給されます。

◎国民年金のご相談・手続等の問合せ

　老齢年金等の老齢（退職）を支給事由とする公的年金は、
税法上「雑所得」として所得税の申告対象になります。

老齢年金を受給されている方へ

　納付した国民年金保険料は、所得税（住民税）の申告に
おいて、社会保険料の控除対象となります。確定申告（還
付申告）をするときには、納付したことを証明する書類の
添付が必要になります。
　所得税の申告を行う際は、日本年金機構から送付される
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」又は「国民
年金保険料領収証書」を、忘れずに提出しましょう。

国民年金保険料を納付されている方へ

控除対象：令和３年１月１日～12月31日に納付した保険料
　　　　　（過年度分を含む）

～新成人の皆さんへ～

　老齢年金を受けている方には、１年間（１月～12月）に
受け取った年金の支払総額などを記載した「源泉徴収票」
が翌年１月下旬に送付されますので、年金以外に給与等の
収入があり、税務署等で確定申告をする場合や源泉所得税
の還付請求をする場合は申告書に添付してください。
　なお、【障害年金】や【遺族年金】は所得税が非課税で
すので、源泉徴収票は送付されません。
　亡くなられた方については、死亡届を提出されたご遺族
の方に対し、約２カ月程度で源泉徴収票（準確定申告用）
をお送りします。
　源泉徴収票を紛失した場合は、ねんきんダイヤルへ再交
付をお申し出ください。
◎問合せ　ねんきんダイヤル
　　　　　栃木年金事務所お客様相談室

　10月１日～12月31日の間に国民年金保険料を納付され
た方の控除証明書は、２月上旬に送付される予定です。
（１月１日～９月30日の間に国民年金保険料を納付された
方の控除証明書については、11月上旬に送付済みです）

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」

納付した国民年金保険料は　
確定申告の控除対象になります！

《年金と所得税の確定申告について》 納付した国民年金保険料は　
確定申告の控除対象になります！

《年金と所得税の確定申告について》

　受け取った『老齢年金』の額が108万円以上（65歳以
上の方は、158万円以上）の方については、原則として
所得税が源泉徴収されることになっています。（上記の
年金額を下回る方は、源泉徴収されません）年金に課税
される所得税は、各支払月に支払われる額から源泉徴収
されます。

◎問合せ
ねんきん加入者ダイヤル　☎0570（003）004（ナビダイヤル）
050で始まる電話でおかけになる場合　☎03（6630）2525
〈受付時間〉　月曜日～金曜日　午前８時30分～午後７時
　　　　　　第２土曜日　　　午前９時30分～午後４時
　　　　　　※祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～
　　　　　　　１月３日はご利用いただけません。

　日本年金機構では、20歳になられた方向けに国民年金制度を動画でご案内しています。ぜひご覧ください。
https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/20kanyu.html
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☎0570（05）1165
☎（22）4134



Ｑ A＆確定申告のための医療費控除について
所得税、住民税

Ｑ１

Ｑ２

A１

A２

本人や生計を一にする家族のために支払った医療費が10万円を超えた場合、対象になります。
（所得が２００万円未満の方なら、所得の５％を超える医療費を控除することができますので、10万円以下でも対象になります）
【予防接種の費用や重大な疾病が発見されなかった人間ドックなどの健康診断の費用は医療費控除の対象となりません。】
保険金などで補てんされた金額がある場合は、医療費から差し引いてください。
医療費控除額の計算式は下記のとおりとなります。

例）支払った医療費50万円、受け取った生命保険20万円、所得200万円以上の場合の計算例
　　　　　50万円　－　20万円　－　10万円　　＝　20万円（医療費控除額）

医療費控除により軽減される税は、所得税と復興特別所得税と住民税になります。
　所得税については、医療費控除額×税率（５％～45％）、復興特別所得税については、軽減される所得税×２.１％、住
民税については、医療費控除額×税率（10％）がそれぞれ、軽減されます。
　所得税と復興特別所得税については確定申告後還付されますが、住民税は次年度の住民税を決定する際に医療費控除を含
めて計算します。所得税の税率は収入や控除の額により異なります。なお、源泉徴収された所得税と復興特別所得税以上に
は還付されません。

例）医療費控除額が20万円、所得税の税率５％の場合の計算例
　　所得税：20万円（医療費控除額）× 税率５％ ＝ 10，000円
　　復興特別所得税：10，000円（軽減される所得税）× ２.１％ ＝ 210円
　　住民税：20万円（医療費控除額）× 税率10％ ＝ 20，000円
　　となり、合計30，210円が軽減されます。

※領収書を個人別、病院別に分けて、上記のように計算してください。
※保険金等で補てんされた金額例･･･出産育児一時金、高額療養費、損害保険、生命保険などで医療費の補てんを目的とする保険金や給付金など

※医療費通知（例：健康保険組合等が発行する「医療費のお知らせ」）を見て記入します。
※医療費通知に記載された医療費の額は、実際に支払った金額と異なる場合がありますので、領収書をご確認ください。

保険金などで
補てんされた金額

10万円又は
 所得の５％ 

（どちらか少ない方）
医療費控除額

（最高200万円）

支払った医療費
その年の１／１～12／31

の間に支払った分 － － ＝

A３ 医療費に関する通知及び医療費の領収書の原本と医療費控除の明細書が必要になります。
※医療費控除以外の申告に必要な書類については、24ページ右下の「●申告に必要なもの」を参考にしてください。
　医療費控除の明細書は、19ページの「　　年分　医療費控除の明細書」又は税務署や町公式ウェブサイトにあるものを
利用ください。また、医療費控除の明細書は前もって記入しお持ちください。

Ｑ３

医療費控除の明細書の記入例

省　　略

２　の　合　　　　計

（1）医療を受けた
方の氏名

壬生春子

　　一郎

（2）病院・薬局など
の支払先の名称

壬生町○○病院

壬生町××病院

□診療・治療　□介護保険サービス
□医薬品購入　□その他の医療費
□診療・治療　□介護保険サービス
□医薬品購入　□その他の医療費

（5）（4）のうち生命
保険や社会保険など
で補てんされる金額

２５０,０００円

（4）支払った
医療費の額

４５０,０００円

（3）医療費の区分
（該当するものをチェックします）

（3） （2）のうち生命保険や社会
保険などで補填される金額

（2） （1）のうちその年中に
実際に支払った医療費の額

（1）医療費通知に記載
された医療費の額

〇ウ
◎◎◎,◎◎◎円

〇エ
□□□,□□□円

いくらぐらい医療費を支払ったら控除になるの？

医療費控除により軽減される税額はいくらぐらいなの？

医療費控除の申告をするときは何が必要なの？

０円１００,０００円

医　療　費　の　合　計 〇ア＋〇ウ（　　　） 〇イ＋〇エ（　　　）円 円

円円 円

Ａ Ｂ

〇ア 〇イ

上記　に記入したものについては、記入しないでください。

１ 医療費通知に関する事項

◎「医療費控除の明細書」は前もってご記入ください。

２ 医療費（上記　 以外）の明細

＊＊＊,＊＊＊◇◇◇ ,◇◇◇

〇〇〇 ,〇〇〇 ××× ,×××

△△△ ,△△△

◎問合せ 税務課町民税係　　☎（81）1817
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１
１
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申告の必要があるか確認してみましょう。

◎問合せ 税務課町民税係　☎（81）1817 

令和４年１月１日現在、
壬生町に住民登録がありますか？

令和４年１月１日に住民登録のある
市区町村へご確認ください

令和３年１月１日から令和３年12月31日までの間に収入がありましたか？

はい

はい いいえ

いいえ

主な収入が
壬生町在住の方の税法上の 

①確定申告（所得税と住民税）
・所得税の納付、還付がある場合
・申告は税務署の申告会場、e-Tax（イー
　タックス）、または町の申告会場（※）

②町・県民税申告（住民税のみ）
・所得税の納付や還付の必要がない場合
・申告は町の申告会場
　（郵送でも提出できます）

下記の①か②の申告が必要です

営業、農業、不動産、一時、その他の所得 申告の必要はありません

400万円
以下で

ご注意ください
◆町民税・県民税の申告書は町・県民税（住民税）の課税資料のほか、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料
　の算定資料として利用されます。申告がない場合、適正な保険料等の算定ができないだけでなく、公営住宅や児童手当・保
　育園などの手続等に必要な所得証明書等の発行もできませんのでご注意ください。                              
◆収入がない方や非課税年金収入のみの方は申告を行わないと、国民健康保険税等の軽減判定を受けられない場合があります。
◆税務署や町から申告の案内が届かない人でも、申告が必要な場合があります。申告確認フローチャートでご確認ください。
※町民税・県民税申告書は郵送でも提出ができます。
　必要事項をご記入の上、源泉徴収票の写しや控除証明書等を同封して、〒321-0292（住所不要）壬生町役場 税務課町民
　税係　宛　に送付してください。                              
◆公的年金の収入が400万円以下の場合、確定申告は原則不要ですが、社会保険料や医療費控除などの申告をすることで、住
　民税が減額になることがあります。                              
◆給与所得者であっても、給与支払者が給与支払報告書を町に提出していなかったり、給与支払者に届け出た本人の個人情報が
　町の住民登録の情報と相違があった場合には、未申告状態になっている可能性がありますので、ご注意ください。

申告確認フローチャート

給　　与

年　　金

扶養になっている
扶養になっていない

・年末調整が済んでいる（１か所からの給与のみ）
・給与収入以外の所得が20万円以下である（＊）

・年末調整の内容に変更・各種控除の追加がある
・２か所以上から給与の支払いを受けた
・年末調整が済んでいない
・給与収入が2,000万円を超える
・給与収入以外の所得が20万円を超える

・障害年金や遺族年金などの非課税年金のみ
・公的年金など（課税対象年金）の収入が

・公的年金収入以外の所得が20万円を超える

※所得税の還付がある場合、①の確定申告が必要です。

400万円を超える
・所得税の還付がある
・保険料・扶養控除などの追加がある
・年金以外の所得が20万円以下である (※)
・所得税の還付や控除の追加がない

※町の申告会場で受付できない申告
下記の申告をされる方は栃木税務署の
確定申告会場(栃木商工会議所大ホー
ル)にて申告してください。
〇青色申告　〇雑損控除の申告 
〇譲渡所得（株式・土地など）の申告 
〇最初の年の住宅借入金等特別控除の
　申告 
〇先物取引（FX・仮想通貨等）の雑所得
　の申告
〇贈与税・相続税・消費税の申告
○準確定申告（亡くなられた方の申告）
〇過年度分の申告
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壬生町会場での住民税・所得税及び復興特別所得税の申告は、３月11日（金）までです。
◆開 場 時 間　午前８時20分 から
◆番号札配布　午前８時20分 から 午後３時 まで※
　　　　　　　※午後の部がない日　午前８時20分 から 午前11時 まで

◆申 告 受 付　午前の部　午前９時 から 午前11時30分まで
　　　　　　　午後の部　午後１時 から 番号呼出終了（注）まで

※番号札をお持ちでない場合は申告受付できませんので、上記の時間中に受け取りください。
※混雑状況により、午前中にご来場いただいた場合でも午後の時間帯の番号札を渡す場合があります。

確定申告は期限内に！

壬生町会場

申告会場
案内図

城内公民館

至栃木

コ
ン
ビ
ニ

壬
生
バ
イ
パ
ス

至
鹿
沼

壬生小学校

城址公園ホール
（壬生中央公民館)

城址公園ホール（壬生中央公民館）

稲葉出張所

国谷・家中停車場線

至鹿沼
稲葉小学校国

道
３
５
２
号
線 稲葉地区公民館

至
国
谷

至
都
賀

稲葉地区公民館

安塚小学校

至宇都宮

安
塚
駅

至
北
小
林

コ
ン
ビ
ニ

南犬飼出張所

宇
都
宮
・
栃
木
線

南犬飼地区公民館

南犬飼地区公民館

月　　日 曜日 申告割当地区（大字単位）

稲葉地区公民館
（壬生町大字上稲葉932番地）

南犬飼地区公民館
（壬生町大字安塚1179番地）

※会場スペースの関係から混雑が
　予想されますので、可能な方は
　城址公園ホール（３月１日～）で
　の申告をご検討ください。

会　　場

城址公園ホール
（壬生中央公民館）

（壬生町本丸一丁目８番33号）

羽生田　・　上稲葉
下稲葉　・　福和田
七ツ石
受付していません
受付していません
受付していません
受付していません
落合 ・ いずみ町 ・ 若草町 ・ 上田
安塚　　１　～　１，０００番地
安塚　　１，００１番地　～　
中泉　・　国谷　・　助谷
平日来られない方
受付していません
受付していません
幸町　・　至宝町　・　壬生丙
受付していません
寿町　・　北小林　・　緑町
あけぼの町 ・おもちゃのまち
受付していません
受付していません
受付していません
通町　・　藤井
壬生丁　１　～　１５９番地
壬生丁　１６０番地　～
表町　・　元町　・　大師町
平日来られない方
受付していません
受付していません
壬生甲　・　壬生乙
本丸
中央町　・　駅東町
町内全地域

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

○
○
×
×
×
×
×
○
○
○
○
×
×
×
○
×
○
×
×
×
×
○
○
○
○
×
×
×
○
○
○
×

午後午前
○
○
○
×
×
×
×
○
○
○
○
○
×
×
○
×
○
○
×
×
×
○
○
○
○
○
×
×
○
○
○
○

２月８日
２月９日
２月10日
２月11日
２月12日
２月13日
２月14日
２月15日
２月16日
２月17日
２月18日
２月19日
２月20日
２月21日
２月22日
２月23日
２月24日
２月25日
２月26日
２月27日
２月28日
３月１日
３月２日
３月３日
３月４日
３月５日
３月６日
３月７日
３月８日
３月９日
３月10日
３月11日

申告受付
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（注）当日の番号札配布数により終了の時間が変動します。
※土曜日の受付は２月19日（南犬飼地区公民館）及び３月５日（城址公園ホール）に平日来られない方を対象に
　午前中のみ実施します。
※会場移動の都合上、午後の部がない日があります。下記の日程表を確認ください。
※日曜日及び月曜日は受付していませんのでご注意ください。
※次ページ「★申告会場におけるコロナ対策」を必ず確認ください。



余裕をもって
早めの準備を！

◎問合せ 税務課町民税係　☎（81）1817 

※確定申告書、町民税・県民税申告書、収支内訳書、医療費控除の明細書などの申告書類は、１月中旬頃に役場
　税務課、各出張所、町申告予定会場（稲葉地区公民館、南犬飼地区公民館、城址公園ホール）にご用意します。
　町公式ウェブサイトでも町民税・県民税（住民税）に関する申告様式を掲載していますので、ダウンロードし
　てご利用ください。
　　 早めの準備・作成をして、期限内に提出しましょう。

★お持ちいただく書類等
　 24ページ右下に記載されている「●申告に必要なもの」をご確認の上、申告会場にお越しください。

★申告会場におけるコロナ対策

★各出張所において、申告書（住民税のみの申告含む）の受付及びお預かりはしていません。
　前ページ記載の申告会場での提出又は申告をお願いします。
　※町・県民税（住民税）申告書は郵送でも提出ができます。
　　必要事項をご記入の上、控除証明書等を同封して、
　　〒321-0292（住所不要）壬生町役場 税務課 町民税係 宛　に送付してください。

※栃木税務署の確定申告会場は栃木商工会議所大ホール(栃木市片柳町２丁目１番46号）になります。
　申告期間は２月16日（水）から３月15日（火）までです。（土・日・祝日は除く）

★下記の申告をされる方は町申告会場での受付はできませんので、税務署会場において申告をして
　ください。
　また、下記以外でも申告内容により税務署会場で確定申告をする必要がある場合があります。
○青色申告　　　○雑損控除の申告　　　　○譲渡所得（土地・家屋・株式等）の申告
○最初の年の住宅借入金特別控除の申告　　○先物取引（ＦＸ・仮想通貨等）の雑所得の申告
○贈与税・相続税・消費税の申告　　　　　○準確定申告（亡くなられた方の申告）
○過年度分の申告

○申告会場について
　・申告受付窓口及び待合スペースの間隔を調整します。会場によっては受付窓口や待合席が減少する場
　　合があります。
○来場や待合の際のお願いについて
　・来場の際は、館内での検温（非接触型体温計又はサーモカメラ） 及び マスク又はフェイスシールド
　　の着用をお願いします。
　・定期的な換気を行いますので、暖かい格好でお越しください。
　・会場内の密度を管理するため、番号札配布の際に受付予定時間（30分単位）をお伝えしますので、
　　計画的な来場をお願いします。
　・進行や来場者の状況によっては、自家用車でお待ちいただくことをお願いする場合があります。ご協
　　力をお願いします。
　・申告書等に署名を頂く場合がありますので、ボールペンをご持参ください。
○以下の条件にあてはまる方につきましては、来場をお断りする場合がありますのでご了承ください。
　・館内の検温で３７．５度以上だった方　
　・せき、味覚障害、風邪の諸症状等がある方　・マスク、フェイスシールド非着用の方
（アクリル板の設置や随時消毒等の措置を講じるため、例年より申告に時間を要する可能
　性がございますが、会場の安全、安心を確保するためにもご協力ください）
※郵送による申告や、スマホ・パソコンによる申告が可能な方は、できればそちらをご利用ください。

本年度も昨年度に引き続き、下記のとおり新型コロナウイルス感染症対策を行いながら申告受付を
します。安全、安心な申告受付へご理解・ご協力をお願いします。
※感染者状況等により取扱いが変わる可能性がありますのでご了承ください。
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栃木税務署の確定申告会場は、「栃木商工会議所大ホール」です
２月16日（水）～３月15日（火）　午前９時～午後４時

令和３年分の確定申告の期間について

栃木税務署からのお知らせ
令和３年分所得税等確定申告に係る納期限等

　確定申告会場への入場には、入場時間を指定した
「入場整理券」が必要です。入場整理券は会場で当
日配付しますが、LINEを利用したオンライン事前
発行も可能です。入場整理券の配付状況に応じて、
後日の来場をお願いする場合があります。
※新型コロナウイルス感染症の感染防止のためマスクの着
　用と入場時の手指の消毒をお願いします。
※入場の際に検温を実施しています。咳・発熱等の症状の
　ある方は入場をお断りします。
※入場整理券の詳細は、国税庁ウェブサイトをご覧ください。
※土・日曜日・祝日は開設していません。
※開設期間中は、栃木税務署での申告相談は行っていません。
※申告会場では現金納付の窓口業務は行っていません。
※申告会場の駐車場は混雑します。車での来場はなるべく
　ご遠慮ください。
※栃木商工会議所への直接のお問合せはご遠慮ください。

◆所得税及び復興特別所得税の確定申告と納税
　２月16日（水）～３月15日（火）
◆贈与税の確定申告と納税
　２月１日（火）～３月15日（火）
◆個人事業者の消費税及び地方消費税の確定申
　告と納税　３月31日（木）まで

（注１）上記の税目に係る納税に当たりましては、次の方法があります。
　　　　①ｅ-Ｔａｘ　②クレジットカード　③二次元コード（コンビニエンスストアで納付（30万円以下））　④金融機関等の窓口
　　　　※各納付手続の詳しい内容については、国税庁ウェブサイトをご覧ください。
（注２）新たに振替納税をご利用される場合は、納期限までに「預貯金口座振替依頼書」を提出してください。
（注３）贈与税について、年賦延納制度の利用される場合は、３月15日（火）までに延納申請書の提出が必要で
　　　　す。詳しくは、管理運営部門までお問合せください。

税　　　目 納　期　限 口座振替日（振替納税）
所得税及び復興特別所得税

個人事業者の消費税及び地方消費税
贈与税

令和４年３月15日（火）
令和４年３月31日（木）
令和４年３月15日（火）

令和４年４月21日（木）
令和４年４月26日（火）

―

１．申告者本人確認書類（番号確認・身元確認）
　　①マイナンバーカード
　　②（マイナンバーカードをお持ちでない方）
　　　番号確認・身元確認書類をそれぞれお持ちください。
　　〇番号確認書類：マイナンバーの記載のある住民票など
　　〇身元確認書類：運転免許証、健康保険の被保険者証など
２．（税務署から「確定申告のお知らせ」はがきが届いた方）
　　利用者識別番号が記載されているはがき
３．申告者名義の預貯金口座番号がわかるもの

４．令和３年中の収入がわかるもの

●申告に必要なもの
（領収書や証明書などは令和３年中のもの）

５．控除を受けるための証明書類

源泉徴収票【原本】
勤務先から発行されるもの

源泉徴収票【原本】
日本年金機構などの年金支払者から
発行されるもの

記入済みの収支内訳書
（収入及び必要経費がわかる帳簿
や領収書など）

収入金額及び必要経費がわかる書類等

給与収入がある方

年金収入がある方

事業所得
（営業・農業）
不動産所得の方

その他の収入がある方

社会保険料の領収書・証明書等
生命保険料や地震保険料等の控除証明書
医療費控除を受ける方は記入済みの「医療費控除の明細書」等
その他所得控除や税額控除を受けるのに必要な書類

※給与・年金所得者の所得税の還付申告の相談及び申告
　書の提出は、１月から行えます。確定申告期間中は、
　大変混み合いますので、確定申告期前に手続きしてく
　ださい。
※１月４日（火）から２月15日（火）までの確定申告会場は、
　栃木税務署です。
※栃木税務署は、駐車場が狭いため、駐車頂けない、も
　しくは駐車に時間を要することが想定されます。
　混雑緩和のため公共交通機関のご利用をお願いします。
※１月から３月の期間は、個人の方の申告相談の事前予
　約は行っていません。申告相談には、確定申告会場の
　入場時間を指定した「入場整理券」が必要です。
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　所得税・消費税・贈与税の申告書は、国税庁ウェブサイトの「確定申告書等作成コーナー」から作成できます
ので、是非ご利用ください。
　これまでパソコンで「確定申告書等作成コーナー」を利用して、所得税の申告書を作成し送信する際には、IC
カードリ-ダライタが必要でしたが、令和４年１月からは、パソコンの画面に表示される二次元バーコードを対
応スマートフォンで読み取ることで、ICカードリーダライタがなくても、e-Tax送信が可能となります。
　また、給与収入がある方や年金収入、副業等の雑所得がある方、特定口座での株式等の譲渡所得等を申告され
る方などは、スマートフォン・タブレットに最適化したデザインの画面で所得税の申告書を作成いただけます。
　スマートフォンでe-Taxをご利用ください。

　公的年金等（その全部が源泉徴収の対象となる場合に限ります）の収入金額の合計額が400万円以下であり、
かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下であるときは、所得税の確定申告書を提出する必要
はありません。
　※所得税の確定申告が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。
　※所得税の還付を受ける場合や確定申告書の提出が要件となっている控除（例えば、純損失や雑損失の繰越控
　　除など）の適用を受ける場合には、確定申告書の提出が必要です。

国税庁ウェブサイトから確定申告（e-Tax）

公的年金等受給者に係る確定申告不要制度について

個人事業者の方へ！消費税のインボイス制度登録申請受付中

にせ税理士にご注意ください

税務職員を装った不審な電話・「振り込め詐欺」にご注意ください

●スマホ申告や利用方法等については、

～スマホ申告のメリット～ 特におすすめ！見やすいスマホ専用画面

所　　得 給与所得（特定支出控除除く）、
雑所得、一時所得

所得控除 全ての所得控除（雑損控除含む）

ぜひ、国税庁ウェブサイトをご覧ください！

　令和５年10月１日から「適格請求書等保存方式（インボイス制度）」が導入されます。それに先立ち、本年10
月１日から適格請求書発行事業者の登録申請を受付けています。
　登録申請手続は、便利なe-Taxをご利用ください。
　※インボイス制度について詳しくお知りになりたい方は、国税庁ウェブサイトの「インボイス制度特設サイト」
　　をご覧ください。

　税金の申告手続などを第三者に依頼される際には、税理士証票の提示を受けて確認するなど正規の税理士かど
うかを確認してください。
　税理士でないのに税理士業務を行っている、いわゆるにせ税理士に税理士業務を依頼した場合、不測の損害を
受けたり、税務上のトラブルの原因となるおそれもありますので、ご注意ください。

　国・県・市町の税務職員を装った「振り込め詐欺」が多発しています。税務職員が、納税のために金融機関の
口座へ振込みを求めたり、還付金の受取のためにＡＴＭの操作を求めることはありません。不審な電話等にはご
注意ください。

◎問合せ 栃木税務署　☎0282（22）0885（自動音声が流れますので「2」の番号を選択してください。）

《マイナポータル連携》

マイナポータル

《確定申告書等作成コーナー》

確定申告

《動画で見る確定申告》

動画で見る確定申告

・混雑している会場に出向く必要は
　ありません！
・見やすい専用画面で簡単作成！
・画面の案内に従い、ラクラク操作！

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



（１）免税軽油使用者証
（２）免税軽油の引取り等に係る報告書（※新規申請以外の方）
　　　（納品書又は領収書を添付、写しでも可。未使用の
　　     免税証（原本）を添付。）
（３）使用者証更新手数料　420円（※新規申請及び使
　　　用者証更新の場合）
（４）耕作証明書（※新規申請及び耕作面積が変更にな
　　　った場合）
　　　使用者証更新のみの場合、耕作証明は不要です。

農業用免税軽油に係る
申請についてのお知らせ

令和４（2022）年
農業用免税軽油申請受付及び免税証交付日程表
地区 会場受付日 受付時間 自治会

２月18日
（金）

２月21日
（月）

２月22日
（火）

南
犬
飼
地
区

下
野
農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
）　

壬
生
地
区
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

青
果
物
一
元
集
荷
所　

２
階
会
議
室

稲
葉
地
区

壬
生
地
区

共
同

受
委
託

９：00～
11：30

13：00～
15：30

９：00～
11：30

13：00～
15：30

９：00～
11：30

13：00～
15：30

２月４日
（金）

9：00～11：30 
および 
13：00～15：30

※朝一番、午後一番の時間帯は混雑します。遅い時間帯が比較的
　スムーズに受付できます。
※更新手数料420円がかかる方は、つり銭の無いよう御協力をお
　願いします。
※上記の期日に申請することが難しい場合は、県税事務所にお問
　合せください。
※新型コロナウイルスによる感染症の拡大防止のため、マスクの
　着用及び手指の消毒等の御協力をお願いします。また、発熱や
　風邪の症状がある方は、来場を見合わせるようお願いします。

北 小 林
上 田

1

3

2

◎問合せ 栃木県税事務所　軽油引取税調査担当　☎（23）6882
農業委員会事務局　　　　　　　　　　☎（81）1875（耕作証明書について） 

軽
油

　栃木県では、毎年２月に、農業用の軽油引取税免税証を一括して交付しています。 　　　　
　今年度も、下野農協（ＪＡしもつけ）壬生地区営農経済センター青果物一元集荷所（２階会議室）で
申請を受け付けます。受付日時等は次のとおりですので、交付を希望する方は、ご確認ください。

受付日、受付時間、対象自治会

申請の際に持参するもの

申請会場
下野農協(ＪＡしもつけ)壬生地区営農経済センター
青果物一元集荷所　２階会議室

申請会場

栃木県庁下都賀庁舎　　
第２福利厚生棟会議室注：①新規申請の方は、免税証の交付は後日になります。

②新規申請及び免税機械の追加や入替えをされる方は、機
　械を取得したことが確認できる書類（契約書・納品書・
　領収書等）を持参するか、機械の「メーカー名」「型式」
　「馬力」をメモ等に控えてきてください。
③国税及び地方税の滞納処分を受けられた方は、処分解除
　の日から２年を経過しなければ申請できません。

令和４（2022）年令和４（2022）年

中 泉
助 谷 ・ 助 谷 原
安塚一～三・南部・中央
上 長 田
国谷中央・本田・新田
あ け ぼ の ・ 落 合
若草・虹の杜・国谷南
釜ヶ渕・原坪・鹿島
下 町 ・ 上 町
下 馬 木 ( 稲 葉 ）
本 郷 ・ 松 原
西部・北原・中央
台 宿 ・ 下 坪
東 原 ・ 鯉 沼
福 和 田
下 表 町 ・ 中 表 町
下 横 町 ・ 今 　 井
上 表 町 ・ 東 下 台
城 東 町 ・ 舟 　 町
栄 　 町 ・ 仲 通 町
上 通 町 ・ 駅 　 東
城 　 内 ・ 城 　 南
下 馬 木 （ 壬 生 ）
西 高 野
上 新 町 ・ 万 町
三 好 町 ・ 旭 町
車 塚 ・ 星 の 宮
台 坪 ・ 上 坪
前 宿 坪
田 向 稲 荷 内
馬 場 ・ 原 宿
至 宝 町 北 ・ 南
六美町南部・中央・北部
緑町・幸町・おもちゃのまち・いずみ
ひばりヶ丘・下台団地・県営壬生住宅

右表をご覧ください。
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◎問合せ　住民課　☎（81）1824
受付時間　平日午前８時30分から午後５時15分まで

※土曜日、日曜日、国民の祝日・休日、年末年始(12月29日から１月３日)は除きます

※土・日曜日の交付は完全予約制となります。また、このお時間でのマイナンバーカードの
　申請とマイナポイントに関するお手続は対応していません。

詳しくは壬生町役場住民課（☎0282（81）1824）までご連絡ください。

１月個人番号（マイナンバー）カード役場本庁交付日程表

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時45分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後６時30分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後６時30分

午前９時から
午後４時45分

午前９時から
午後４時40分

日 月 火 水 木 金 土

6

12

5

午前９時から
午後４時45分

20

13

19

2726

7 8

9 11

2

14 15

16 18 21 22

23

10

17

24

午前９時から
午後６時30分

30 31

3

25

１

4

稲葉・南犬飼出張所でも交付を行っています。
※出張所での交付は完全予約制となりますので、本庁住民課までお電話ください。

2928

令和３年11月末現在で35.19％の方が個人番号（マイナンバー）
カードを取得しています。マイナアシストも始まりましたので、
カードを作られていない方はぜひ身分証明書を持って
申請しに来てください！！

「マイナ・アシストの導入で役場でのカード申請がもっと簡単になりました！！
身分証明書さえあれば本庁でも出張所でも申請が可能なのでぜひご申請ください」

お し ら せ

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　
新
し
い
論
語
素
読
の
テ
キ
ス
ト
『
壬
生
論
語
古
義
抄
』
か
ら
、

章
句
を
紹
介
し
ま
す
。

み
　
ぶ
ろ
ん
ご
　
こ
ぎ 

し
ょ
う

　
【
み
ぶ
ま
る
か
ら
一
言
】

　

こ
の
言
葉
は
、
「
困
っ
た
と
き
の
神
頼
み
の
よ
う
な
こ
と

ば
か
り
し
て
い
て
は
い
け
な
い
。
普
段
か
ら
正
し
い
と
思
っ

た
こ
と
や
、
や
る
べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
や
る
こ
と
が
大
切

な
ん
だ
。
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
ね
。

【
十
八
】

　    

し
　
　
　
い
わ
　
　
　
　
　 

そ
　
　
　  

き
　
　
　 

あ
ら
　
　
　
　
　
　
　 

こ
れ
　
　 

ま
つ

へ
つ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

ぎ
　
　
　  

み
　
　     

せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ゆ
う  

な

そ   

ど
く                            

み   

ぶ  

ろ
ん  

ご   

こ    

ぎ 

じ
ゅ
く

今
月
の

（
65
）

　
（
為
政
第
二
）

子
の
曰
く
、
其
の
鬼
に
非
ず
し
て
之
を
祭
る
は
、

諂
え
る
な
り
。
義
を
見
て
為
ざ
る
は
、
勇
無
き

な
り
。

　
先
生
が
言
わ
れ
た
。
「
祭
ら
な
く
て
よ
い
霊
を
祭
る
の
は
、

へ
つ
ら
っ
て
い
る
。
正
し
い
こ
と
を
目
の
前
に
し
て
も
実
行
し

な
い
の
は
、
臆
病
者
だ
。
」

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
か
ら
10
時
ま
で
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
、
こ

の『
壬
生
論
語
古
義
抄
』を
使
っ
た
素
読
の
教
室《
壬
生
論
語
古
義
塾
》

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

27



主催：壬生町女性団体連絡協議会　壬生町教育委員会
◎問合せ　生涯学習課生涯学習係　☎（81）1873

【講師紹介】

「木久蔵流
　頑張らない子育て」
　　　　　   ＆ 落語

昭和50年９月29日生まれ　東京都出身　玉川大学文学部芸
術学科演劇専攻卒業
1995年10月　林家木久蔵（初代）「現・木久扇」に入門　
1996年２月　前座入り　芸名「林家きくお」となる。
2007年９月　真打ち昇進に際し、落語界史上初の「ダブル
親子襲名」を行い、二代目・林家木久蔵を襲名する。古典落
語を中心に演じ、また、講演会では「木久蔵流、コミュニケー
ション術」「木久蔵流・笑うが一番」等の演題等で行っている。

○託児サービス（要予約）を実施します。
※母子保健推進員又は子育て支援センター登録の元保育士等が対応します。ご希望の方は、事前に生涯学習課にお申し
　込みください。（１歳以上の未就学児を対象とします）

○駐車場には限りがありますので、なるべく乗り合わせのうえご来場ください。

○発熱等の症状のある方、体調が悪い方は入場をご遠慮ください。また、マスク着用、手指消毒等

　感染防止対策へのご協力をお願いします。

入場料

無 料

【講師】　林家 木久蔵 氏

２月13日
城址公園ホール（壬生中央公民館）大ホール
壬生町本丸一丁目８番33号

300名
１月６日（木）～25日（火）
午前９時～午後５時（土日祝日を除く）

どなたでもご参加できます

無料

午後1時30分～（開場  午後１時）

日　  時

会　  場

定　  員

申込日時

対　  象

入 場 料

令和３年度壬生町男女共同参画講演会

日

28

はやし　　や　　　　　き　　　く　　　ぞう

（お電話又は下記二次元バーコードより
　お申し込みください）

申込フォーム



○
会
場　
生
涯
学
習
館
講
堂

○
募
集
人
数　
約
20
名
程
度

○
参
加
費　
無
料

○
申
込
期
限　
１
月
25
日（
火
） 

◎
申
込
・
問
合
せ　
町
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
み
ぶ
り
ん

☎（
21
）８
７
３
１

　　　　
○
日
時　
２
月
19
日（
土
）

【
受
付
】
午
前
９
時
45
分

【
ス
ク
ー
ル
】
午
前
10
時
15
分
〜

11
時
45
分
（
予
定
）

○
場
所　
総
合
公
園
陸
上
競
技
場

○
参
加
料　
会
員
１
０
０
円
、
非

会
員
３
０
０
円
（
参
加
料
は
当
日

徴
収
し
ま
す
）

○
募
集
期
間　
１
月
25
日（
火
）〜

２
月
12
日（
土
）

○
そ
の
他　
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を

各
自
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
い
場

合
は
事
務
局
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

◎
申
込
・
問
合
せ　
ゆ
う
が
お
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
町
総
合
運
動
場

管
理
棟
内
）
☎（
51
）６
０
２
２

メ
ー
ル

○
主
催　
栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学

校
・
栃
木
県
特
別
支
援
学
校
教
育
振
興
会

◎
問
合
せ　
栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援

学
校　
☎（
24
）７
５
７
５

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
「
Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｌ　
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ　
と
ち
ぎ
」

　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
強
化

し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
町
民
活

動
団
体
の
役
割
と
は
何
か
を
考
え

ま
す
。

○
日
時　
２
月
１
日（
火
）　

午
後

２
時
〜
３
時
30
分

○
講
師　
栃
木
県
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

　
増
渕
弘
子
氏

福
祉
活
動
と
ま
ち
づ
く
り

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
経
済
的
な
負

担
が
増
え
た
家
庭
が
多
く
、
子
ど

も
や
高
齢
者
な
ど
が
居
場
所
を
失

い
、
長
期
に
及
び
悩
み
を
抱
え
た

人
々
が
い
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
た
め
の
町
民
活
動
団
体
の
役

割
と
は
何
か
を
考
え
ま
す
。

○
日
時　
２
月
15
日（
火
）　

午
後

２
時
〜
３
時
30
分

○
講
師　
一
般
社
団
法
人
栃
木
県

若
年
者
支
援
機
構
代
表
理
事

中
野
謙
作
氏

〈
共
通
事
項
〉

お し ら せ

募
集
募
集

○
日
時　
１
月
15
日（
土
）　
午
前
10
時

〜
正
午

○
場
所　
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
２
階　

第
１
研
修
室
（
宇
都
宮
市
若
草
１
‐
10

‐
６
） 

○
内
容　
①
講
話
（
60
分
）

②
ふ
り
か
え
り
・
懇
談
会（
30
〜
60
分
）

○
対
象　
福
祉
・
介
護
職
未
経
験
者（
興

味
が
あ
る
方
）
や
福
祉
・
介
護
職
へ
の

就
職
希
望
者
、
他
分
野
か
ら
の
転
職
を

考
え
て
い
る
方
、
資
格
を
持
っ
て
い
る

が
経
験
が
少
な
い
方
な
ど
。

○
定
員　
15
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

切
）

○
参
加
費　
無
料

○
申
込　
電
話
又
は
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

◎
申
込
み
・
問
合
せ　
（
社
）栃
木
県
社

会
福
祉
協
議
会　
福
祉
人
材
・
研
修
セ

ン
タ
ー　
☎
０
２
８（
６
４
３
）５
６
２
２

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
８（
６
２
３
）４
９
６
３

　
町
遺
族
会
で
は
毎
年
１
月
１
日
に
慰

霊
碑
に
て
戦
没
者
の
冥
福
を
お
祈
り
し
、

平
和
を
祈
願
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

列
く
だ
さ
い
。
事
前
の
お
申
込
み
等
は

不
要
で
す
。
お
供
え
は
ご
自
由
に
お
持

ち
帰
り
く
だ
さ
い
。（
門
松
除
く
）

○
日
時　
１
月
１
日（
土
）　
午
前
８
時

〜
午
後
３
時

○
場
所 
町
慰
霊
碑（
東
雲
公
園
北
側
）

◎
問
合
せ　
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎（
81
）１
８
８
３

○
日
時　
１
月
22
日（
土
）

午
後
１
時
〜
３
時
30
分
（
受
付
は
午
後

３
時
ま
で
）

○
場
所　
小
山
市
中
央
公
民
館
（
小
山

市
中
央
町
１
‐
１
‐
１
）

○
内
容

⑴
求
人
事
業
所
と
の
個
別
面
談
・
相
談

⑵
セ
ン
タ
ー
相
談
員
に
よ
る
福
祉
の
仕

事
に
関
す
る
相
談

○
対
象　
福
祉
の
仕
事
を
お
探
し
の
方
、

興
味
、
関
心
の
あ
る
方

（
令
和
４
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
専
門

学
生
、
短
大
生
、
大
学
生
の
方
を
含
む
）

○
参
加
費　
無
料

○
申
込　
要
参
加
申
込

○
持
ち
物　
履
歴
書
不
要
・
服
装
自
由

◎
申
込
み
・
問
合
せ　
（
社
）栃
木
県
社

会
福
祉
協
議
会　
福
祉
人
材
・
研
修
セ

ン
タ
ー
☎
０
２
８（
６
４
３
）５
６
２
２

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
８（
６
２
３
）４
９
６
３

○
試
験
の
種
類　
甲
種
・
乙
種
（
第
１

類
〜
第
６
類
）
・
丙
種

○
試
験
日　
３
月
６
日（
日
）

○
場
所　
宇
都
宮
市

○
手
数
料

　
甲
種
：
６,
６
０
０
円

　
乙
種
：
４,
６
０
０
円

　
丙
種
：
３,
７
０
０
円

○
願
書
配
布
場
所

石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
、

各
消
防
署

○
書
面
申
請　
１
月
11
日（
火
）〜
21
日

（
金
）

石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
、

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
栃
木

県
支
部

○
電
子
申
請

　
１
月
８
日（
土
）〜
18
日（
火
）

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

◎
問
合
せ　
（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
栃
木
県
支
部

☎
０
２
８（
６
２
４
）１
０
２
２

宇
都
宮
市
昭
和
１
‐
２
‐
16　
栃
木
県

自
治
会
館
１
階

　　
栃
木
特
別
支
援
学
校
で
は
、
児
童
生

徒
の
作
品
展
示
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
２
月
５
日（
土
）〜
７
日（
月
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
７
日
は
、

午
後
３
時
30
分
ま
で
）

○
場
所　
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社

　
イ
オ
ン
栃
木
店

福
祉
の
お
仕
事
フ
ェ
ア

（
県
南
エ
リ
ア
）

「
福
祉
・
介
護
職
ス
タ
ー
ト

講
座
」
の
お
知
ら
せ

新
年
平
和
祈
願

「
伸
び
ゆ
く
子
ど
も
た
ち
の

作
品
展
」
の
ご
案
内

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

催
し
・
講
座

催
し
・
講
座

https://w
w
w
.shoubo‐

shiken.
or.jp/

ゆ
う
が
お
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
参
加
者
募
集

ま
す
ぶ
ち
ひ
ろ  

こ

な
か 

の  

け
ん
さ
く

29

み
ぶ
り
ん
講
座
の
お
知
ら
せ

yuugaosc@
cc9.ne.jp



○
入
居
者
募
集
住
宅

○
家
賃
の
金
額
は
、
最
新
の
所
得
に
よ

っ
て
決
ま
り
ま
す
。

○
対
象　

１
．
現
在
同
居
し
て
い
る
、
又
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方
（
３
ヶ

月
以
内
に
結
婚
、
同
居
す
る
婚
約
者
を

含
む
）

　
町
営
住
宅
に
単
身
で
入
居
を
希
望
す

る
場
合
の
方
で
も
、
一
定
の
条
件
を
満

た
せ
ば
申
込
で
き
ま
す
。
（
下
記
※
参

照
）

２
．
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
方
（
申
込
者
又
は
同
居
予
定
の

方
が
住
宅
を
所
有
し
て
い
る
場
合
は
原

則
と
し
て
申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
）

３
．
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方 

４
．
暴
力
団
員
で
な
い
方
（
同
居
者
も

含
み
ま
す
） 

５
．
所
定
の
計
算
方
法
に
よ
り
算
出
し

た
世
帯
全
員
の
所
得
額
が
次
の
金
額
以

下
で
あ
る
方

◇
世
帯
全
員
の
月
あ
た
り
所
得

・
一
般
世
帯　
１
５
８
，０
０
０
円
以
下

・
裁
量
階
層
世
帯
（
※
参
照
）

 　
　
　
　
　
２
１
４
，０
０
０
円
以
下

※
満
60
歳
以
上
で
あ
る
、
障
害
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
等

○
申
込
方
法　
１
月
４
日
以
降
に
建
設

課
住
宅
係
で
入
居
申
込
書
を
配
布
し
ま

す
（
土
日
を
除
く
）
。

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
入
居
申
込

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
次
の
受
付
期

間
中
に
建
設
課
住
宅
係
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　
１
月
４
日（
火
）〜
21
日

（
金
）午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
（
土
日
祝
を
除
く
）

　
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り

ま
す
。
抽
選
会
は
１
月
24
日
午
前
10
時

か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
入
居
資
格
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
配
布
す
る
入
居
申
込
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
入
居
日
は
２
月
１
日
以
降
に
な
り
ま

す
（
事
務
手
続
の
都
合
に
よ
り
前
後
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）
。

○
入
居
の
際
に
は
、
家
賃
２
ヶ
月
分
の

保
証
金
と
連
帯
保
証
人
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
連
帯
保
証
人
は
町
内
に
居
住
し

て
い
る
方
又
は
県
内
に
居
住
し
て
い
る

親
族
の
方
で
１
名
で
す
。

◎
問
合
せ　
建
設
課
住
宅
係

☎（
81
）１
８
４
９

　
栃
木
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
に
関
す

る
普
及
啓
発
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

○
応
募
資
格

①
栃
木
県
内
に
在
住
す
る
方

②
満
18
歳
以
上
（
令
和
４
年
４
月
１
日

現
在
）
の
方

③
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
活
動
に

熱
意
と
識
見
を
有
し
、
地
域
で
活
動
で

き
る
方

④
令
和
４
年
度
養
成
研
修
会
に
参
加
さ

れ
た
方

○
任
期　
令
和
４
年
４
月
１
日
〜
令
和

６
年
３
月
31
日（
２
年
間
）

○
応
募
方
法　
①
研
修
会
申
込
↓
②
研

修
会
参
加
↓
③
応
募
用
紙
提
出

※
推
進
員
応
募
の
た
め
に
は
研
修
会
へ

の
参
加
が
必
須
で
す
。

○
申
込
方
法　
下
記
ア
ド
レ
ス
に
掲
載

の
研
修
会
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
１
月
21
日（
金
）ま
で
に
栃

木
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
宛
て
申
込
み
。

◎
問
合
せ　
栃
木
県
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８（
６
７
３
）９
１
０
１

　　
年
齢
を
重
ね
て
も
、
ま
だ
ま
だ
元
気

で
働
き
た
い
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の

皆
さ
ん
、
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
。
本

セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
規
会
員
へ
の
入
会

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の

で
、
関
心
を
お
持
ち
の
方
、
や
っ
て
み

た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
日
程
で
は
都
合
が
つ
か

な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
都
合
の

い
い
日
時
で
の
入
会
説
明
を
行
い
ま
す
。

○
日
時　
２
月
１
日（
火
）　
午
後
１
時

30
分
〜
（
30
分
程
度
）

○
場
所　
壬
生
町
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ

ラ
ザ
研
修
室（
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
南
西
）

○
入
会
資
格

・
町
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上
の
方

・
健
康
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
方
（
特

別
な
資
格
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

・
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
、

賛
同
す
る
方

○
説
明
会
内
容　
入
会
資
格
説
明

・
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
説
明
・
入
会

申
込
書
の
記
入
方
法
・
質
疑
（
約
30
分

弱
）

※
「
刃
物
研
ぎ
」
は
、
１
月
・
２
月
は

実
施
せ
ず
３
月
以
降
に
再
開
と
な
り
ま

す
。

◎
問
合
せ　
（
公
社
）壬
生
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
82
）４
６
８
２　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）４
６

８
７

　　　　
下
都
賀
管
内
の
県
税
事
務
所
・
各
市

町
で
差
押
動
産
（
二
輪
車
）
の
合
同
公

売
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　
２
月
２
日（
水
）　
午
後
１
時

か
ら

○
場
所　
下
野
市
役
所
（
下
野
市
笹
原

26
番
地
）

○
対
象　
・
20
歳
以
上
の
方
・
買
受
人

と
な
り
え
る
方
（
国
税
徴
収
法
第
92
条

お
よ
び
第
1
0
8
条
に
該
当
し
な
い
方
）

・
一
定
の
資
格
そ
の
他
の
要
件
を
必
要

と
す
る
場
合
に
、
こ
れ
ら
の
資
格
を
有

す
る
方

○
定
員　
な
し

○
料
金　
見
学
は
無
料

○
申
込
方
法　
当
日
会
場
に
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い

○
注
意
事
項　
・
公
売
財
産
は
即
日
引

渡
と
な
り
ま
す
の
で
、
当
日
引
取
り
の

令
和
３
年
度
合
同
公
売
会
開

催
の
お
知
ら
せ

お し ら せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
会
員
募
集
中（
入
会
説
明
会
）

令
和
４
年
度
栃
木
県
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
員
募
集
中
！

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

（
８
部
屋
）

住　宅 棟 階数 間取り家賃（円）

壬生駅まで
徒歩約２分

下台団地
（駅東町4-24）

国谷駅まで
徒歩約７分

ひばりヶ丘団地
（大字壬生丁
281）

備　考

駐車場は１世帯に１
台です。
給湯器・浴槽・風呂
釡はありません。

家賃はあくまで予定
です。家賃算定の結
果この範囲外になる
可能性もあります。
家賃のほか共益費が
かかります。18,100～

26,900円

３号棟 15,700～
23,300円

3Ｋ
（54.9㎡）

２階
３階
４階

２階
３階４号棟 3Ｋ

（62.0㎡）

３号棟 13,000～
19,300円３階 3K

 (49.9㎡)

２号棟 12,800～
19,000円４階 3K

 (49.9㎡)

http://w
w
w
.pref.tochigi.lg.jp

/d02/suisinninnpe-ji.htm
l  

栃木県公式ウェブサイト
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出
来
る
方
に
限
り
ま
す
。

・
お
支
払
い
は
当
日
現
金
の
み
と
な

り
ま
す
。

◎
問
合
せ　
栃
木
県
税
事
務
所　

収

税
課　
第
一
担
当　
石
川

☎（
23
）３
４
１
１

　

来
月
発
行
の
広
報
み
ぶ
２
月
号
と

一
緒
に
、
健
診
の
ご
案
内
冊
子
を
配

布
予
定
で
す
。
冊
子
に
は
、
申
込
み

開
始
日
や
申
込
方
法
、
健
診
内
容
な

ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
健
康
福
祉
課
健
康
増
進

係
☎（
81
）１
８
８
５

○
犬
を
家
族
に
迎
え
た
ら
、
ま
ず
町

に
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
た
に
犬
を
飼
う
場
合
（
購
入
、

贈
与
等
）
、
飼
い
主
は
犬
を
飼
い
始

め
て
か
ら
30
日
以
内
に
町
に
登
録
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
た
だ
し
、

出
生
の
場
合
は
90
日
を
経
過
し
た
日

か
ら
30
日
以
内
）（
狂
犬
病
予
防
法
第

４
条
）

　

登
録
さ
れ
た
犬
に
は
鑑
札
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
鑑
札
は
愛
犬
の
住
民
票

で
す
。
も
し
、
愛
犬
が
住
所
移
転
や

死
亡
し
た
場
合
は
必
ず
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　

狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、
日
本
国

内
で
犬
を
飼
育
す
る
場
合
、
年
1
回

必
ず
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。（
狂
犬
病
予
防
法
第
５
条
）

　

狂
犬
病
は
と
て
も
恐
ろ
し
い
病
気

で
す
。
狂
犬
病
は
、
犬
に
限
ら
ず
ヒ

ト
も
含
め
、
全
て
の
ほ
乳
類
に
感
染

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

狂
犬
病
は
発
症
す
る
と
致
死
率
は
ほ

ぼ
１
０
０
％
。
つ
ま
り
、
発
症
し
て

し
ま
っ
て
は
、
現
代
の
医
学
で
は
助

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
近
年
、

日
本
で
の
発
症
例
は
報
告
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
世
界
的
に
は
、
毎
年
、

狂
犬
病
に
よ
り
数
万
人
が
亡
く
な
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ほ
乳
類
の
密
輸
等
に
よ
っ
て
狂
犬

病
が
い
つ
日
本
に
入
っ
て
く
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
狂
犬
病
の
予
防
注
射

は
、
愛
犬
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
人

を
守
る
た
め
の
も
の
な
の
で
す
。

○
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

（
栃
木
県
条
例
）

　

犬
は
多
く
の
場
合
、
飼
い
主
に
は

従
順
で
す
。
し
か
し
、
全
て
の
人
に

従
順
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
放
し
飼
い
や
き
ち
ん
と
つ
な
い
で

い
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
飼
い
犬
が

ほ
か
の
人
や
犬
を
傷
つ
け
た
場
合
、

飼
い
主
が
そ
の
責
任
を
と
り
、
損
害

賠
償
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

飼
い
犬
は
つ
な
ぐ
か
、
清
潔
な
お
り

に
入
れ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
ふ
ん
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

（
壬
生
町
条
例
）

　
自
分
の
敷
地
や
家
の
前
に
犬
の
ふ

ん
が
落
ち
て
い
た
ら
不
快
に
思
い
ま

せ
ん
か
？

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
公
園

で
犬
が
ふ
ん
を
し
て
、
誰
も
そ
れ
を

片
付
け
な
か
っ
た
ら
ど
う
思
い
ま
す

か
？
　
犬
の
ふ
ん
の
持
ち
帰
り
は
、
飼
い

主
が
守
る
べ
き
最
低
限
の
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
で
す
。
ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰

り
、
適
正
に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
尿
も
適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ

う
。（
壬
生
町
条
例
）

　
他
人
の
家
の
軒
先
や
電
信
柱
な
ど

は
、
臭
い
が
残
っ
て
迷
惑
に
な
り
ま

す
。
散
歩
の
前
に
は
必
ず
犬
の
排
泄

を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
尿
を
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
水
で
流
し
、
さ
せ

る
場
所
を
考
え
て
散
歩
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

※
愛
犬
は
家
族
の
一
員
で
す
。
社
会

の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
大
切
に
飼
育
し

ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
登
録
や
狂
犬
病
予
防
注
射
に

つ
い
て
の
届
出
、
問
合
せ

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

☎（
81
）１
８
３
４

○
動
物
に
関
す
る
ご
相
談
は

栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８（
６
８
４
）５
４
５
８

　　
管
理
さ
れ
て
い
な
い
あ
き
地
で
は
、

雑
草
が
繁
茂
し
、
病
害
虫
の
発
生
源

と
な
る
ば
か
り
か
、
ご
み
の
不
法
投

棄
を
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
あ
き
地
は
「
壬
生

町
あ
き
地
の
環
境
保
全
に
関
す
る
条

例
」
に
お
い
て
、
適
正
に
管
理
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
き
地
は
所
有
者
も
し
く
は
管
理
者

の
責
任
で
管
理
の
徹
底
を
お
願
い
し

ま
す
。

◎
問
合
せ　
生
活
環
境
課
環
境
保
全

係　
☎（
81
）１
８
３
４

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
や
事
業
所
か

ら
出
る
ご
み
は
、
そ
の
種
類
に
か
か

わ
ら
ず
、
野
外
で
の
焼
却
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
を
燃
や
す
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

な
ど
の
有
害
物
質
が
発
生
し
、
大
気

汚
染
の
一
因
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
異
臭
や
煙
で
ご
近
所
に
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、

火
災
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
み
を
処
分
す
る
場
合
は
、
一
般

家
庭
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら
れ
た
日

の
朝
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
事
業
所
に
つ

い
て
は
、
許
可
業
者
に
処
理
を
委
託

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
の
風
俗
習
慣
ま

た
は
宗
教
上
の
行
事
や
、
農
業
を
営

む
う
え
で
や
む
を
得
な
い
軽
微
な
焼

却（
※
）な
ど
を
除
き
、
野
外
焼
却
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
絶
対

に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
農
業
用
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
・
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
類
の
焼
却
は
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

◎
問
合
せ　
生
活
環
境
課
環
境
保
全

係　
☎（
81
）１
８
３
４

　
確
定
申
告
を
さ
れ
る
場
合
、
社
会

保
険
料
控
除
の
控
除
額
を
証
明
す
る

書
類
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介

護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
領
収
書
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
て
い
る
方

は
、１
月
下
旬
ま
で
に
町
税
務
課
か

ら
送
付
す
る
口
座
振
替
済
通
知
書
を

お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
年
金
か
ら
国
民
健
康
保
険

税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

る
年
金
の
源
泉
徴
収
票
を
お
使
い
く

だ
さ
い
。

　
領
収
書
等
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、

納
付
額
確
認
書
を
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
運
転
免
許
証
等
の
本
人

確
認
が
で
き
る
書
類
を
お
持
ち
の
う

え
、
税
務
課
収
税
係
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
税
務
課
収
税
係

☎（
81
）１
８
１
６

あ
き
地
の
管
理
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
禁

止
で
す

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
納
付
額
を
証
明
す
る
書
類
に

つ
い
て

お し ら せ

令
和
４
年
度
の
健
診
申
込
み

に
つ
い
て

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ
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国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯
主
と
加

入
者
全
員
の
所
得
の
合
計
に
応
じ
て
、

均
等
割
と
平
等
割
に
２
・
５
・
７
割

の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
軽
減
措
置
の
対
象
と
な
る
か
ど
う

か
の
判
定
の
た
め
に
は
、
所
得
が
無

い
等
の
理
由
に
よ
り
、
確
定
申
告
義

務
の
無
い
方
に
つ
い
て
も
、
課
税
さ

れ
る
年
度
の
前
年
１
年
間
の
所
得
の

有
無
に
つ
い
て
申
告
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
次
の
条
件
に
当

て
は
ま
る
方
は
、
国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減
判
定
に
必
要
と
な
る
た
め
、

当
該
年
の
１
月
〜
12
月
の
所
得
の
有

無
に
つ
い
て
、
申
告
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
申
告
が
必
要
な
方

・
国
保
加
入
者
が
い
る
世
帯
主
の
方

・
令
和
３
年
12
月
31
日
時
点
で
19
歳

以
上
か
つ
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
員
の
方

・
収
入
が
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
等
、

課
税
さ
れ
な
い
年
金
の
み
の
方
（
課

税
対
象
と
な
ら
な
い
た
め
、
年
金
事

務
所
よ
り
の
報
告
が
あ
り
ま
せ
ん
）

○
申
告
受
付

・
令
和
３
年
１
月
〜
12
月
の
間
に
所

得
が
あ
っ
た
方
は
壬
生
町
又
は
税
務

署
主
催
の
確
定
申
告
会
場

・
令
和
３
年
１
月
〜
12
月
の
間
に
所

得
が
無
か
っ
た
方
は
壬
生
町
役
場
税

務
課

○
申
告
が
不
要
な
方

・
令
和
３
年
12
月
31
日
時
点
で
19
歳

未
満
の
方

・
収
入
が
給
料
又
は
課
税
対
象
と
な

る
年
金
の
み
の
方
（
お
勤
め
先
の
企

業
や
年
金
事
務
所
よ
り
所
得
情
報
の

報
告
が
あ
る
た
め
、
ご
本
人
に
よ
る

申
告
は
不
要
で
す
。
給
料
と
年
金
両

方
の
収
入
が
あ
る
場
合
は
申
告
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

・
所
得
税
法
上
の
被
扶
養
者
・
控
除

対
象
配
偶
者
と
な
っ
て
い
る
方

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
世
帯
員
の
方
（
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
た
際
に
は
申
告
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◎
問
合
せ　
税
務
課
諸
税
係

☎（
81
）１
８
１
９
・
１
８
７
９

○
止
水
栓
か
ら
宅
地
内
の
給
水
装
置
の

漏
水
に
つ
い
て

　
壬
生
町
で
は
、
止
水
栓
か
ら
宅
地
内

の
給
水
装
置
（
給
水
管
、
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
等
）
に
つ
い
て
は
、
お
客
様
の

管
理
区
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
部

分
に
つ
い
て
の
漏
水
等
の
修
繕
は
、
お

客
様
に
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

○
水
道
管
の
凍
結
・
破
裂
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
！

　
水
道
管
の
凍
結
・
破
裂
は
、
気
温
が

上
が
ら
な
い
日
が
何
日
か
続
く
時
や
、

朝
の
冷
え
込
み
が
厳
し
い
時
に
多
く
発

生
し
ま
す
。
屋
外
水
栓
や
メ
ー
タ
ー
を

保
温
す
る
な
ど
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
保
温
す
る
に
は
露
出
し
て
い
る
給
水

管
に
タ
オ
ル
を
巻
く
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
は
じ
め
と

す
る
保
温
材
を
入
れ
る
な
ど
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。

○
お
引
越
し
の
際
に
は
、
水
道
の
閉
栓

手
続
を
忘
れ
ず
に
！

　

引
越
し
の
日
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

前
も
っ
て
水
道
課
へ
閉
栓
の
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。
（
使
用
者
ご
本
人
か
ら

の
手
続
は
、
電
話
に
て
お
受
け
し
て
い

ま
す
）
ご
連
絡
の
際
は
、
住
所
・
氏
名

・
引
越
し
日
時
・
引
越
し
先
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
引
越
し
ま
で
の
水
道
料

金
（
精
算
分
）
は
、
前
回
の
検
針
日
か

ら
引
越
し
ま
で
の
使
用
量
を
も
と
に
計

算
し
ま
す
。

　
閉
栓
の
ご
連
絡
が
な
い
と
、
水
道
を

使
用
し
て
い
な
く
て
も
、
引
き
続
き
料

金
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
必
ず
水
道
課

へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
放
射
性
物
質
測
定
結
果
に
つ
い
て

　
３
ヶ
月
に
１
度
、
水
道
水
の
放
射
性

物
質
を
測
定
し
て
い
ま
す
。
結
果
に
つ

い
て
は
、
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
随
時

公
表
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
放
射
性
物
質
は
検
出
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
ご
使
用
く

だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
水
道
課　
☎（
82
）２
２
６

０
（
徴
収
事
務
受
託
者　
㈱
日
本
ウ
ォ

ー
タ
ー
テ
ッ
ク
ス
）

　　
栃
木
県
最
低
賃
金
は
、
令
和
３
年
10

月
１
日
か
ら
時
間
額
８
８
２
円
に
改
正

発
効
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
栃
木
県
内
の
５
産
業
の
特
定
最
低
賃

金
は
、
令
和
３
年
12
月
31
日
か
ら
次
の

と
お
り
改
正
発
効
さ
れ
ま
す
。

『
塗
料
製
造
業 　
時
間
額
９
９
２
円
』、

『
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械
器

　
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製
造
業　
時

　
間
額
９
３
９
円
』
、

『
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

　
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

　
具
製
造
業　
時
間
額
９
４
０
円
』
、

『
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業　
時
間

　
額
９
４
７
円
』
、

『
計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機
器
・
試

　
験
機
・
測
量
機
械
器
具
製
造
業
、
医

　
療
用
機
械
器
具
・
医
療
用
品
製
造
業
、

　
光
学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
製
造
業
、

　
医
療
用
計
測
器
製
造
業
、
時
計
・
同
部

　

分
品
製
造
業　
時
間
額
９
４
０
円
』、

　
『
各
種
商
品
小
売
業
』の
令
和
３
年
度

改
正
は
あ
り
ま
せ
ん
。
令
和
３
年
月
10

月
１
日
以
降
、
栃
木
県
最
低
賃
金
（
時

間
額
８
８
２
円
）
が
適
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

◎
問
合
せ　
詳
し
く
は
、
栃
木
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室　

☎
０
２
８（
６
３

４
）９
１
０
９
又
は
、
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　　　

井
戸
水
の
み
の
方
又
は
水
道
水

と
井
戸
水
を
併
用
し
て
下
水
道
を

使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ご
家
族

の
人
数
が
変
更
に
な
る
際
《
転

入
、
転
出
（
長
期
に
わ
た
る
転

勤
・
遠
隔
地
へ
の
入
学
・
介
護
施

設
等
へ
の
入
所
な
ど
）
、
出
生
、

死
亡
な
ど
》
に
は
、
す
み
や
か
に

町
下
水
道
課
ま
で
「
公
共
下
水
道

使
用
人
数
届
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
井
戸
水
で
下
水
道
を
使

用
さ
れ
る
方
は
転
入
・
転
出
の
際

に
は
「
公
共
下
水
道
使
用
届
（
開

始
・
休
止
）
届
」
を
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
井
戸
水
使
用
者
の
下
水
道
の
使

用
量
の
算
出
の
し
か
た

　

壬
生
町
で
は
、
下
水
道
使
用
料

金
を
算
定
す
る
際
の
基
準
と
な
る

下
水
道
の
使
用
量
を
、
基
本
的
に

町
の
水
道
の
使
用
水
量
と
し
て
い

ま
す
が
、
水
道
水
以
外
の
水
（
主

に
井
戸
水
）
を
使
用
さ
れ
て
い
る

場
合
に
は
、
次
の
基
準
に
よ
り
使

用
量
が
認
定
さ
れ
ま
す
。

①
井
戸
水
の
み
を
使
用
し
て
い
る

場
合

（
１
人
に
つ
き
１
ヶ
月
６
㎥
）

【
例
】
４
人
家
族
の
場
合  

６﹇
㎥

／
人
﹈×
４﹇
人
﹈＝
24﹇
㎥
﹈

24
㎥
が
１
ヶ
月
の
汚
水
量
と
認
定

さ
れ
ま
す
。

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
　
最
低
賃
金

使
用
者
も
、
労
働
者
も
。

お し ら せ

水
道
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
公
共
下

水
道
使
用
者
の
方
へ
の
お
願
い

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
方
へ

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
に

は
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
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始
②
井
戸
水
と
水
道
水
を
併
用
し

て
い
る
場
合
（
１
人
に
つ
き
１
ヶ

月
４
㎥
＋
水
道
使
用
水
量
）

【
例
】
４
人
家
族
で
水
道
使
用
量

が
10
㎥
の
場
合　
４﹇
㎥
／
人
﹈×
４

﹇
人
﹈+
10﹇
㎥
﹈＝
26﹇
㎥
﹈

26
㎥
が
１
ヶ
月
の
汚
水
量
と
認
定

さ
れ
ま
す
。

※
下
水
道
使
用
料
は
２
ヶ
月
に
一

度
の
納
付
で
す
。

※
人
員
に
は
０
歳
児
も
含
み
ま
す
。

◎
問
合
せ　
下
水
道
課
業
務
係　

☎（
81
）１
８
５
８

　

役
場
職
員
を
名
乗
る
電
話
が
あ

り「
保
険
料
の
返
金
が
あ
る
」「
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
返
金
期
限
が

早
ま
り
手
続
き
が
本
日
ま
で
」
や

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
65
歳
以

上
は
銀
行
に
入
れ
な
い
」
な
ど
と

言
い
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
く
よ
う
に
」

と
誘
導
さ
れ
た
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
指
定

の
電
話
番
号
に
電
話
し
、
指
示
ど

お
り
に
操
作
す
る
と
返
金
さ
れ
る

ど
こ
ろ
か
相
手
に
お
金
を
振
り
込

ん
で
し
ま
っ
た
。
と
い
う
ト
ラ
ブ

ル
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

○
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

　

公
的
機
関
が
還
付
金
を
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
返
還
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。「
お
金
が
返
っ
て
く
る
の

で
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ
う
に
」
と
い

う
電
話
は
詐
欺
で
す
。
相
手
に
せ

ず
、
電
話
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

◎
問
合
せ　
壬
生
町
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー　
☎（
82
）１
１
０
６

　

毎
年
冬
場
か
ら
春
先
に
か
け
て

は
全
国
的
に
献
血
者
が
減
少
す
る

上
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
、
輸
血
用
血
液

の
確
保
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
安
定
的
に
血
液

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
将
来
の

献
血
を
支
え
る
若
い
皆
さ
ん
の
一

層
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、「
は
た
ち

の
記
念
」
に
献
血
に
行
っ
て
み
ま

せ
ん
か
！

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
た
く

さ
ん
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
献
血
バ
ス
の
予
定
に
つ
い
て
は
、

栃
木
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
ご

覧
く
だ
さ
い

○
期
間　
１
月
１
日（
土
）〜
２
月

28
日（
月
）

○
献
血
会
場　
栃
木
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
、
う
つ
の
み
や
大
通

り
献
血
ル
ー
ム
、
県
内
の
献
血
会

場

○
献
血
の
で
き
る
方　
　

  

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
健
康
な

方
（
65
歳
以
上
の
献
血
に
つ
い
て

は
、
60
〜
64
歳
の
間
に
献
血
経
験

が
あ
る
方
）

○
新
成
人
の
方
へ

　

期
間
中
に
４
０
０
ｍ
Ｌ
献
血
又

は
成
分
献
血
に
御
協
力
い
た
だ
い

た
新
成
人
の
方
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
記

念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
（
平
成
13

年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方
）

◎
問
合
せ　
栃
木
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８（
６
５
９
）０
１
１
１

　　　　　　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域
の

み
な
さ
ん
が
楽
し
め
る
場
所
で
す
。

　
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ

る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
ま
す
。（
内
容

は
そ
の
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
な
ご
み
ま
し

ょ
う
。

○
日
時　
１
月
28
日（
金
）　
午
前
10
時

〜 

正
午

○
場
所　
町
ふ
れ
あ
い
交
流
館
（
し
の

の
め
公
園
内
）

○
参
加
費　
１
０
０
円

　　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域
住

民
の
方
々
、
専
門
職
等
の
誰
も
が
参
加

で
き
る
集
い
の
場
で
す
。
ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
歌
や
踊
り
、

民
話
等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定

し
て
い
ま
す
。（
内
容
は
そ
の
日
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
）

　
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、

ほ
っ
と
ひ
と
息
し
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　
１
月
16
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

○
参
加
費　
１
０
０
円

○
場
所　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
し

も
つ
け
荘　
ホ
ー
ル

　　
家
族
を
介
護
す
る
方
が
、
悩
み
や
不

安
を
、
安
心
し
て
話
を
し
た
り
、
情
報

交
換
を
す
る
場
と
し
て
、
介
護
者
サ
ロ

ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
介
護
者
の
方

同
士
で
自
分
の
体
験
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
励
ま
し
あ
い
、
親
睦
を
深
め
る
こ

と
で
、
よ
り
良
い
介
護
を
め
ざ
し
て
い

き
ま
せ
ん
か
？

《
活
動
内
容
》

　
介
護
者
サ
ロ
ン
で
は
参
加
者
の
話
を

聞
い
た
り
、
自
分
の
体
験
を
話
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
（
自
分
か
ら
話
を
す
る

の
が
苦
手
な
方
で
も
、
話
を
聞
く
、
情

報
を
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
参
加
で
き

ま
す
）

　
ま
た
、
町
職
員
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
も
出
席
し
て
い
ま
す
の
で
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
話
く
だ
さ
い
。

※
介
護
者
サ
ロ
ン
で
話
さ
れ
た
内
容
を

他
に
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
日
時　
２
月
４
日（
金
）　
午
前
10
時

〜
11
時
45
分

○
場
所　
ふ
れ
あ
い
交
流
館
（
し
の
の

め
公
園
内
）

○
参
加
費　
無
料

○
申
込　
２
月
２
日（
水
）ま
で
に
電
話

申
込
み

《
共
通
事
項
》

◎
申
込
・
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎（
81
）１
８
７
６
、
１
８
７
７

壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
86
）３
５
７
９

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
82
）２
１
１
９

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
82
）７
８
９
９

介
護
介
護

令
和
３
年
度　
第
５
回
介
護

者
サ
ロ
ン
の
開
催
に
つ
い
て

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
な
ご
み
」

の
開
催
に
つ
い
て

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ「
福
来（
ふ

っ
く
）ら
」の
開
催
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
を
口
実
に
A
T
M
へ

誘
導
す
る
還
付
金
詐
欺
に
注
意
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は
た
ち
の
献
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」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

　
　
　
　
　（
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jrc.or.jp/ktks/tochigi/）

お し ら せ



○
講
師　
社
会
福
祉
士
事
務
所

ぶ
ど
う
の
木
所
長　
池
澤
育
子
氏

○
日
時　
１
月
26
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

○
場
所　
大
字
壬
生
甲
２
２
２
４
番
地

１　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
元
気　
地
域
交

流
室

○
対
象　
町
内
在
住
、
又
は
町
内
在
勤

の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
方
や
ご
家

族
、
興
味
関
心
が
あ
る
方
。（
定
員
20

名
程
度
）

○
申
込　
１
月
20
日（
木
）ま
で
に
申
込

み◎
申
込
・
問
合
せ

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
82
）２
１
１
９

　
急
速
に
高
齢
化
が
進
行
す
る
な
か
、

誰
も
が
安
心
し
て
、
最
後
ま
で
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
行
く
た
め
に
は
、

お
互
い
に
「
さ
さ
え
あ
う
」
地
域
づ
く

り
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
「
さ
さ
え
あ
う
」
地
域

づ
く
り
を
考
え
る
た
め
、
地
域
づ
く
り

勉
強
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

日
頃
の
生
活
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ご

近
所
で
気
に
な
る
人
、
今
後
の
不
安
な

ど
を
共
有
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
２
月
19
日（
土
）　
午
前
10
時

〜
正
午

○
場
所 
生
涯
学
習
館　
講
堂

○
対
象　
壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
圏
域
（
壬
生
中
学
校
区
）
に

お
住
ま
い
の
方
。

○
申
込　
事
前
申
込
み
不
要
。
当
日
会

場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
合
せ　
　

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎（
81
）１
８
７
６
、
１
８
７
７

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
82
）２
１
１
９

　
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
身
体
障
が
い

者
、
又
は
、
知
的
障
が
い
者
に
準
ず
る

方
に
つ
い
て
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
の
資
料
を
も
と
に
、
障
害
者
控
除
の

対
象
に
な
る
か
ど
う
か
を
判
定
し
、
認

定
書
を
交
付
し
ま
す
。

　
所
得
税
や
町
・
県
民
税
の
申
告
を
す

る
際
に
こ
の
認
定
書
を
提
示
す
る
と
、

障
害
者
控
除
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
申
請
手
続　

　
本
人
又
は
家
族
か
ら
の
申
請
が
必
要

で
す
。
健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係
の
窓

口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、郵

送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
（
申
請
書
は

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）

　
認
定
書
及
び
非
該
当
通
知
書
は
後
日

発
送
し
ま
す
。

※
対
象
者
に
対
し
て
の
個
別
通
知
は
あ

り
ま
せ
ん
。

「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
療
育

手
帳
・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
」ま
た
、「
本
人
又
は
扶
養

◎障害者控除対象者認定基準（令和３年12月31日基準）
　（令和３年中に対象者が死亡している場合は死亡日）

特別障害者控除

障害者控除

控除区分 判定基準

要介護認定が要介護１以上であり、次の１、２のいずれかに該当する方
１　介護認定調査票の「障害高齢者の日常生活自立度」がＢ又はＣランク該当
２　介護認定調査票の「認知症高齢者等の日常生活自立度」がⅢａから
　　Ｍランクまでのいずれかに該当

要介護認定が要介護１以上であり、次の１、２のいずれかに該当する方
１　介護認定調査票の「障害高齢者の日常生活自立度」がＡランク該当
２　介護認定調査票の「認知症高齢者等の日常生活自立度」がⅡａ又は
　　Ⅱｂランク該当

者
が
非
課
税
で
税
の
申
告
が
必
要
の
な

い
方
」は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
問
合
せ

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎（
81
）１
８
７
６
、
１
８
７
７

　
お
む
つ
代
が
医
療
費
控
除
の
対
象
と

認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
医
師
の
発
行

し
た
証
明
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
次

の
①
及
び
②
に
該
当
す
る
方
は
、
壬
生

町
が
発
行
す
る
「
主
治
医
意
見
書
確
認

書
」
に
よ
り
代
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

①
お
む
つ
代
に
つ
い
て
、
医
療
費
控
除

を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降

②
お
む
つ
を
使
用
し
た
方
が
介
護
保
険

要
介
護
認
定
者
等
で
、
壬
生
町
が
医
師

の
証
明
に
代
わ
る
内
容
を
確
認
で
き
る

場
合
（
介
護
保
険
認
定
審
査
資
料
主
治

医
意
見
書
に
て「
ね
た
き
り
」か
つ「
尿

失
禁
有
」
を
確
認
）

　
確
認
書
が
必
要
な
方
は
、
印
鑑
を
ご

持
参
の
う
え
健
康
福
祉
課
で
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る

の
が
初
め
て
の
方
は
、
医
師
が
発
行
す

る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
税
務
課
で
白
紙
の
「
お
む

つ
使
用
証
明
書
」
を
受
け
取
り
、
主
治

医
の
先
生
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
証

明
書
の
発
行
に
際
し
て
は
費
用
が
か
か

り
ま
す
）

※
「
本
人
又
は
扶
養
者
が
非
課
税
で
税

の
申
告
が
必
要
の
な
い
方
」
は
、
手
続

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
問
合
せ　
健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎（
81
）１
８
７
６
、
１
８
７
７

　　　　
町
で
は
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る

世
帯
で
高
等
学
校
に
進
学
を
予
定
し
て

い
る
方
に
奨
学
金
を
給
付
し
ま
す
。

○
対
象　

・
令
和
３
年
度
壬
生
町
立
中
学
校
の
卒

業
生
で
高
等
学
校
に
進
学
を
予
定
し
て

い
る
方

・
学
習
へ
の
取
組
及
び
行
動
状
況
共
に

良
好
な
方

・
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な

方
と
選
考
委
員
会
が
認
め
る
場
合

○
給
付
年
額 

県
立
高
校
５
万
円 

私
立
高
校
10
万
円

○
応
募
期
間　
１
月
14
日（
金
）〜
２
月

18
日（
金
）

○
願
書
配
布
先
及
び
応
募
方
法

　
町
内
中
学
校
に
あ
る
奨
学
資
金
支
給

申
請
書
等
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
必

要
書
類
を
用
意
し
た
う
え
、
中
学
校
に

提
出

◎
問
合
せ　
学
校
教
育
課

☎（
81
）１
８
７
０

介
護
認
定
者
の
方
へ
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
を
交
付

し
ま
す

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
の

た
め
の
確
認
書
を
交
付
し
ま
す

令
和
４
年
度
壬
生
町
奨
学
生

募
集

お し ら せ

こ
ど
も

こ
ど
も
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第
１
回
地
域
づ
く
り
勉
強
会

（
壬
生
中
学
校
区
）
の
開
催

に
つ
い
て

家
庭
介
護
者
教
室
の
お
し
ら
せ

介
護
と
健
康
の
両
立
〜
心
を

軽
く
す
る
介
護
の
コ
ツ
と
は
〜

い
け
さ
わ
い
く  

こ



児童館からのお知らせ 子育て支援センターひよこからのおしらせ
はじめての児童館
　児童館をはじめて利用する親子を応援します。
○日時　１月19日（水）　午前10 時～11時
○内容　利用案内・読み聞かせ・クラフトタイム・
　　　　自由遊び
○対象　はじめて児童館を利用する親子　　
○申込　前日までに電話で申込み

マミータイム【つまみ細工ストラップ・ヘアピン】
　小物づくりをきっかけに子育て・ママ友づくりを
応援します。　　　　　　　　　
○日時　１月21日（金）
　　　　午前９時30分～10時30分　４組
　　　　午前10時30分～11時30分　４組
○内容　クラフトタイム・読み聞かせ・自由遊び
○対象　未就園児親子　８組　
○申込　前日までに電話で申込み
　＊申込み人数により、時間調整
　　をする場合があります。
 

未就園児親子教室【ミッキータイム】
○日時　１月14日（金）・２月４日（金）
　　　　①午前９時30分～10時30分　６組
○内容　体操・製作・季節の遊び・読み聞かせ
○対象　１歳３ヶ月以上の未就園児と保護者
　　　　（なかよしルーム会員以外の方）
○申込　前日までに電話で申込み

児童館『節分会』参加者募集
○日時　１月29日（土）
　　　　①午前９時30分～10時30分　
　　　　　未就学児（１歳児以上）親子15組
　　　　②午前11時～正午　　
　　　　　小学生20名
○内容　節分のお話、ゲームなど
○対象　未就学児（１歳児以上）親子15組
　　　　（未就学児の保護者は、子どもひとりにつ
　　　　き１人まで）　小学生20名
　　　　＊時間、人数制限を設けての開催となりま
　　　　　す。町内在住の方に限ります。
○参加費　100円
○申込　 １月５日～１月21日　
　＊申込期間中に参加費を添えて直接児童館までご
　　来館ください。定員になり次第締切。
　　キャンセルの返金は１月28日（金）まで可。
　　中止の場合は、参加費は返金します。

《共通事項》
○場　所　壬生町児童館
◎問合せ　こども未来課児童館　☎（82）7388

「口の発達と上手な食べさせ方」講習会　
参加者募集
　食事を通して噛むことの大切さや嚥下の仕組み、
あごの発達について乳幼児期の口に関するお話で
す。お子さんと一緒に参加してみませんか？
○日時  １月20日（木）午前10時～11時30分
○場所　子育て支援センターつばめ
○講師　歯科衛生士　横井希光子氏
○対象　４カ月～１歳くらいまでの乳児とその保護
　　　　者及び妊婦の方（町内在住）
○募集人数　７組
○参加費　　無料
○持ち物　マスク着用・ハンカチ・バスタオル
（ねんね期の赤ちゃん）お気に入りのおもちゃ・水
分補給用飲み物（ミルク等）・ウエットティッシ
ュ・ゴミ袋等

『ベビトレヨガ教室』参加者募集
　脳科学に基づき成長に合わせて赤ちゃんと一緒に
ヨガを楽しみながら、産後のお母さんの心と身体の
ケアもしましょう。
○日時　１月24日（月）①②各コース5組
　　　　①午前９時30分～10時40分
　　　　②午前10時30分～11時40分
○場所　児童館
○講師　山中志穂氏
○対象　生後２か月～１歳前後（町内在住）
○参加費　無料（年１回のみの参加）
○持ち物　マスク着用・バスタオル・汗拭きタオル
　　　　　・水分補給用飲み物　　
《共通事項》
○申込　　１月５日（水）～定員になり次第締切
　　　　　（電話で受付）　
◎問合せ　子育て支援センターひよこ☎（82）3309
　　　　　（午前９時～午後４時30分まで）

子育て支援センターつばめからのおしらせ
「親子ビクス」参加者募集
　親子で参加できる簡単なエアロビクスです。親子
で触れ合いながらの運動遊びや大人も動いてリフレ
ッシュできる内容です。コロナ疲れや運動不足の解
消にもなります。是非ご参加ください。
○日時　２月19日（土）午前10時～正午
○場所　子育て支援センターつばめ
○講師　ＯＫJエアロビックファミリー認定インス
　　　　トラクター　大橋光子氏
○対象　町内在住の０歳～就学前のお子様とその保
　　　　護者・家族
○定員　親子10組（20人まで）
○参加費　無料
○持ち物　ヨガマット又は大判のバスタオル、汗拭
　　　　　き用タオル、水分補給用飲み物
○申込　１月17日（月）～定員になり次第締切り（電
　　　　話や来所にて受付）
◎問合せ　子育て支援センターつばめ☎（86）0132
　　　　　（午前９時～午後４時30分まで）

よこ　い　き　み　こ

おおはしみつ こ

やまなか　し　ほ
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お し ら せ

図書館からのおしらせ図書館からのおしらせ

○移動図書館（BM）２月の日程
藤井小学校
安塚小学校
羽生田小学校
壬生北小学校
壬生東小学校

13：00～14：00
13：00～15：00
13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～15：00

4日（金）
9日（水）
10日（木）
15日（火）
18日（金）

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

14：00～16：0022日（火）

睦小学校
稲葉小学校

13：00～15：00
13：00～14：00

24日（木）
25日（金）

　図書館では、スタッフ・ボランティアによる子ども
向けの読み聞かせを開催しています。
・おはなしひろば
　１月８日（土）、15日（土）・22日（土）
　２月５日（土）・12日（土）・19日（土）・26日（土）
　午後２時～２時30分
　※１月29日（土）は「冬のおはなし会」を午後２時か
　　ら行います。
・親子おはなし会
　（３･４･５才向け）
　　１月８日（土）・２月12日（土）
　　午前11時～11時30分
　（０･１･２才向け）
　　１月20日（木）・２月17日（木）
　　午前11時～11時30分

冬のおはなし会「冬はたのしい！！」
　ほかほか、わくわくする楽しい冬のおはなし会です！
○日　時　１月29日（土）　午後２時～２時30分
○読み手　図書館読書ボランティア
　　　　　「おはなしアライグマ」　
○申　込　不要（当日直接図書館に来館ください）

《共通事項》
○場　所 　図書館２階 会議室
◎問合せ　町立図書館　☎（82）8543

おはなし会１・２月の日程

羽生田小学校
藤井小学校
壬生北小学校
安塚小学校
壬生東小学校
稲葉小学校

13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～15：00
13：00～15：00
13：00～14：00

13日（木）
14日（金）
18日（火）
19日（水）
20日（木）
21日（金）

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

14：00～16：0025日（火）

睦小学校 13：00～15：0027日（木）

○移動図書館（BM）１月の日程

図書館キャラクター：ミブラ

No. タイトル名 対象 参加費日にち/期間 時　　間 定員 申込期間/方法

1

２

３

４

５

６

◎場所・問合せ　とちぎわんぱく公園　☎（86）5855

自然素材で
森の動物をつくろう

大人の陶芸教室『電動ロク
ロ・釉掛け』　＊連続講座

９：30～11：30
13：00～15：00

9：00～11：00

両日参加可能
な大人

1/5（水）9：00～
電話か来所にて（先着順）

鳥を見よう

バレンタイン
サイコロチャレンジ

なし

8名

無料
※入館料は
掛かります

無料

各日
1,000円

新春 國學院大學栃木高等学校
書道部作品展

期間中会場にて自由観覧
※火曜日休館日（祝日の場合
は翌日休館）但し1/4は開館

親子で『ご飯茶碗』を
つくろう

小学3年生以上 1/11（火）9：00～、
電話か来所にて（先着順）

9：30～15：30
※ふしぎの船開館
　時間中

ふしぎの船に入館
した小学生以上

1/16（日）

①2/5（土）
②2/26（土）

2/11（金祝）

9：30～16：30 なし 観覧無料どなたでも1/2（日）～
1/31（月）

2/11（金祝）
～2/14（月）

期間中会場へ
※火曜日休館（祝日の場
合は翌日休館）

７ ひな壇飾りの展示 なし 観覧無料9：30～16：30
※3月は17：00迄 どなたでも2/11（金祝）

～3/3（木）

期間中会場にて自由観覧
※火曜日休館日（祝日の
場合は翌日休館）

4～6組
（入室制限
12名）

300円
（1個）

10：00～12：00
制作終了後、順次解散

どなたでも
（付添は2人迄）

1/29（土） 12/26（日）9：00～
電話か来所にて（先着順）

各回５組 1,000円
（１組）

10：00～12：00
13：00～15：00

小学生の親子
（２人１組）

12/16（木）9：00～
電話か来所にて（先着順）

A
B 各6名

A B
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各　　種　　相　　談各　　種　　相　　談

お し ら せ

人権･行政相談
毎月第３木曜日定期相談

その他

相談内容

場　所

日　時

役場別館ひばり館Ａ会議室

「人権相談」家庭生活や社会生活を営むうえ
で、自分の力では解決できない人権問題等。
相談員は人権擁護委員
「行政相談」医療保険、年金、道路等、行政
についての苦情、要望等。相談員は本町の下
記行政相談員
相田喜久夫 氏　☎（82）0603
粂川　元一 氏　☎（86）3869

１月20日（木）　午後１時30分～４時

相談無料・秘密厳守 お気軽にご相談ください。
予約は必要ありませんが、事前予約を推奨します。

申込み
問合せ

人権相談…生活環境課くらし安心係　☎（81）1826
行政相談…総合政策課情報デジタル係　☎（81）1814

心配ごと特別相談（弁護士相談）

（福）壬生町社会福祉協議会　☎（82）7899

その他

対　象

申込日

申込方法

相談員

場　所

日　時

国が設立した法律相談機関『法テラス栃木』
もご利用ください。　☎050（3383）5395

町内在住　各回５名
同一の内容の相談は一回限り

弁護士

電話予約受付（先着順）
１月11日（火）
午前８時半～

２月７日（月）
午前８時半～

１月13日（木）
午前10時～正午

２月10日（木） 
午前10時～正午

申込み
問合せ

壬生町シルバーワークプラザ
（シルバー人材センター和室）

みんなの人権110番 　　　　　　☎0570（003）110  
子どもの人権110番 　　　　　　☎0120（007）110  
女性の人権ホットライン　　　　 ☎0570（070）810  
インターネット人権相談窓口　https://www.jinken.go.jp

消費生活相談

申 込 み
問 合 せ

場 　 所

相談内容

日 　 時
栃木市保健福祉センター
（栃木市今泉町２－１－40）

予約方法

必要なもの

３月８日（火）

健康福祉課障がい福祉係
☎（81）1883　FAX（81）1121

税理士会が行う
還付申告無料税務相談

栃木県障害者総合相談所へ来所が困難な方
（在宅生活者）の利便性を考え、栃木市保健福
祉センターにて、療育手帳の再判定のほか、
処遇相談、生活相談等について下記日程のと
おり実施しています。ただし、新型コロナウ
イルス感染リスクを軽減するため、当面の間、
昨年に引き続き、原則「書類判定」により実
施します。※状態の変化により程度変更が見
込まれる場合などは面談が必要になります。
予約制です。約１ヵ月半前までに、町健康福
祉課障がい福祉係へお申込みください。
①療育手帳（身体障害者手帳、精神保健福祉
　手帳もお持ちの場合は、持参願います）
②生活状況調書（町公式ウェブサイトでダウ
　ンロードできます）

その他

相談員

日　時

税理士会栃木支部各会員事務所

税理士

相談内容

新型コロナウイルス感染症の防止のため今回
の相談は原則電話相談

場　所
２月２日（水）

所得金額300万円以下の給与所得者及び年金
受給者で、少額の還付申告相談（内容により
有料になる可能性もあります） 

申込み
問合せ

税理士会栃木支部
☎（24）4861

療育手帳をお持ちの方へ（18歳以上）
～巡回相談（動く知更相）について～

身近なことで困っていることはありませんか？
人権相談所を開設します

対　象

相談員

日　時

消費生活相談員

月～金曜日
（土・日曜日、祝日および年末年始を除く）
午前９時～正午、午後１時～４時 

町内在住者
申込み
問合せ 壬生町消費生活センター　☎（82）1106

場　所 消費生活センター（役場生活環境課内）

電話・インターネットによる人権相談相談内容

相談員

日　時

人権擁護委員

相談内容は秘密が守られ、相談料は無料です。
皆さんの毎日の生活の中で、「これは人権問
題ではないだろうか？」と感じたり、「どこ
に相談すればいいのだろう？」と思い悩むこ
とがあれば、お気軽にご相談ください。
法務大臣から委嘱を受けた人権擁護委員が皆さ
んと一緒に問題解決のための方法を考えます。

場　所 役場ひばり館Ａ会議室

２月１日（火）　午前９時30分 ～ 正午

申込み
問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826



壬生町防災行政無線システムについて

総務課　消防防災係　☎８１ー１８０８壬生町防災行政無線に関するお問合せは

役場にて放送した拡声子局からの案内と同じ内容を、携帯
電話やパソコンなどにメールで配信します。
事前登録が必要ですので、次により登録ください。登録方
法は、携帯電話・パソコンなどから右記２次元コードや下
記ＵＲＬへアクセスしてください。
・URL　http://www.bousai-mibu.jp/mail/pub/

・２次元コード

防災メールの配信放送内容の確認（電話応答装置）

電話番号　0282-82-9000

「放送されていることに途中で気付いた」「風
が強くて放送内容がよく聞こえなかった」とい
う場合は、次の番号に電話すると放送内容を聞
くことができます。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、心に不安がある方や悩み、
ストレスがある方に対してLINEを使用した相談を行っています。

15時～22時まで（最終受付：21時まで）（土日祝日含む）
本相談は「LINEアプリ」を使用します。 
２次元コードを読み取るか、URLを入力して登録してください。 
URLはこちら→https://l in.ee/mEQ70Cr

相談時間
相談方法

こころの相談@とちぎこころの相談@とちぎ

※受診する際は、事前に電話確認をしてからお出かけください。

19：00～22：00　内科（小児を含む）のみ

内科（小児を含む）・外科　９：00～21：00

内　科　 ９：00～21：00
外　科　 ９：00～17：00
小児科　18：00～21：00

平日（月～土曜日）

休日（祝日・年末年始）

休日（日曜日）

◆栃木地区急患センター　栃木市境町27-15　☎（22）8699

診療日時

◆とちぎ救急医療電話相談
　急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が相談に応じます。

〔大　人〕月曜日～金曜日　　　　18：00～22：00
　　　　　土曜日・日曜日・祝日　16：00～22：00
　　　　　☎028（623）3344　プッシュ回線＃7111

〔子ども〕月曜日～土曜日　18：00～翌朝８：00
　　　　　日曜日・祝　日　24時間
　　　　　☎028（600）0099　プッシュ回線＃8000

「自殺予防いのちの電話」「自殺予防いのちの電話」「自殺予防いのちの電話」
毎月10日　午前８時　～　翌日11日  午前８時の24時間
自殺予防相談（死にたい、死のうと思っている。生きている意味がないなど。）

０１２０-７８３-５５６　＊通話料無料

日　　時
相談内容
相談番号
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１月１日
１月２日
１月３日
１月９日
１月10日
１月16日
１月23日
１月30日
２ 月 ６日

福和田1003-1
落合３-７-30
緑町３-19-15
壬生丁259-７

落合3-4-7
藤井1285-14
安塚1184-10
安塚765-15

☎82-8522
☎82-7576
☎86-3966
☎82-7877
☎86-6624
☎81-0880
☎82-5800
☎86-0501
☎86-6000

大 橋 内 科 ク リ ニ ッ ク
か と う 小 児 科
グ リ ー ン ク リ ニ ッ ク
石田消化器科・内科クリニック
福井セントラルクリニック
大 久 保 ク リ ニ ッ ク
壬 生 東 診 療 所
荒 川 内 科 ク リ ニ ッ ク
に し や ま 内 科 ク リ ニ ッ ク

◆壬生町在宅当番医　９：00～17：00
電話番号住　　所診療科目病　　院　　名日　付

内・小児
内・小児
内
内
内・小児
内
内
内
内

おもちゃのまち2-4-8



１月16日～２月15日
１月

２月
1

5
6
7
8
9
10

3

12
13
14
15

16
17

19

22
23
24

20

26

水

木

27

4

21

2

18

25

11

月

火

日

28
29

31

金

30

こども（行事名） おとな（行事名）日 曜

はじめての児童館（10：00～児童館）
なかよし相談（９：30～壬生町稲葉地区公民館）　
おっぱい相談（10：00～壬生町稲葉地区公民館）

マミータイム（９：30～児童館）
離乳職教室（９：50～稲葉地区公民館）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（９：30～児童館）
乳幼児健診（１歳６か月）（13：00～壬生町稲葉地区公民館）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（９：30～児童館）

乳幼児健診（10か月児）（13：15～壬生町稲葉地区公民館）

おっぱい相談（10：00～壬生町稲葉地区公民館）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（９：30～児童館）

シルバー人材センター入会説明会（13：30～壬生町シルバーワークプ
ラザ研修室）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども未来
課・健康福祉課）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども未来
課・健康福祉課）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども未来
課・健康福祉課）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども未来
課・健康福祉課）　
１月納税等納期限
12・１月分上下水道料金口座振替日

人権・行政相談（13：30～ひばり館Ａ会議室）

ベビトレヨガ教室（９：30～児童館）

乳幼児健診（３歳児）（13：00～壬生町稲葉地区公民館）

ベビーチャピー（成長記録会）（９：30～子育て支援センターつばめ）

チャピールーム（成長記録会）（９：30～子育て支援センターつばめ）

節分会（９：30～児童館）
ベビーチャピー合同（９：00～子育て支援センターつばめ）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（９：30～児童館）

ミッキータイム（９：30～児童館）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（９：30～児童館）
乳幼児健診（４か月児）（13：00～壬生町稲葉地区公民館）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（９：30～児童館）

土

水

木

月

火

日

土

月

日

金

土

金

木

水

火

月

日

土

金

木

水

日

火

月

日

火

窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども未来
課・健康福祉課）

12・１月分上下水道料金納期限（納付書）

●町県民税………………………………（４期）
●国民健康保険税………………………（７期）
●介護保険料……………………………（７期）
●後期高齢者医療保険料………………（７期）
　　　　　　　　　　納期限　１月31日（月）

１月の
納税等

毎月第３日曜日は家庭の日です。
この機会に家族の絆を深めてみませんか？
※一部施設で優待制度があります。（詳細は県ＨＰ参照）
◎問合せ　教育委員会事務局生涯学習課（☎81ー1873）

毎月第３日曜日は
ふれあい育む
　　　　家庭の日

イベントの開催状況については、町の公式ウェブサイトを
確認するか、各担当課にお問合せください。
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もとやす  じん

本保 仁くん
（H30.1.25生）

ひ   な

陽菜ちゃん
（H26.8.13生）

かわ た

川田 ゆずちゃん
（R3.1.27生）

た  なか     い    と

田中 絃音ちゃん
（R3.1.10生）

さわむら    り   く

澤村 玲空くん
（H30.1.31生）

れい

怜くん
（R2.11.30生）

次回は３月生まれのアイドルを募集します。
【必要事項】氏名（ふりがな）（複数のアイドルが写っている場合はそれぞれ分か
　　　　　　るように明記してください）、保護者名、生年月日、住所、電話番号
【申込方法】町公式ウェブサイトの、わが家のアイドル入力フォーム
　　　　　　https://www.town.mibu.tochigi.jp/docs/2014122100034/
　　　　　　から申込みができます。
　　　　　　役場総合政策課、稲葉・南犬飼出張所、子育て支援
　　　　　　センターでも受付けています。
【申 込 先】壬生町総合政策課情報デジタル係
　　　　　　〒321-0292　壬生町通町12-22
　　　　　　Eメールアドレス　sougo@town.mibu.tochigi.jp
【備　　考】壬生町在住に限ります。写真は掲載後、原則お返しできませんのでご了承
　　　　　　ください。また、町子育てサイトのトップページにもお写真を掲載します。

１月24日（月）締　切

１月号広報みぶ No.752
令和４年１月１日発行

環境保護のため再生紙を使用しています。

発行人／壬生町役場  〒321-0292  栃木県下都賀郡壬生町通町12番22号　編集／総務部総合政策課情報デジタル係
　　　　電話0282-81-1814  FAX0282-82-8262　町公式ウェブサイト https://www.town.mibu.tochigi.jp

【まちのうごき】●総人口 38,835人（-16）　男 19,267人（-10）　女 19,568人（-6）　●総世帯 16,193（＋2）  （　）内は前月比　令和３年度11月末現在

わが家の
アイドル
わが家の
アイドル
わが家の
アイドル

さえぐさ  なな と

三枝 虹翔くん
（H28.1.23生）

はま の    ゆい な

濱野 結菜ちゃん
（H31.1.23生）

あお  き   ふう  か

青木 風薫ちゃん
（H30.1.11生）

りょうた

わたなべ  そう た

上）渡辺 湊太くん（H25.1.22生）
下）　　 陵太くん（R3.1.26生）

ひより

陽和ちゃん
（H26.12.3生）

え   び  さわ はや  と

海老沢 駿仁くん
（H25.1.9生）

ひろ と

優仁くん
（H28.11.22生）

 ん の 場み な 広

子育て支援センター
ひよこ・つばめの活動紹介
　穏やかな晴天に恵まれた11月11
日。ひよことつばめが募集した12
組の親子（25名）で一緒におもちゃ
博物館に遊びに行きました。館内
では、きんぐとくぃーんの大型遊
具やおもはく広場のプラレールな
ど、それぞれが好きなおもちゃや
好きな場所で遊びました。子ども
が笑うとママも自然に笑顔になっ
てすてきな笑顔があふれる空間に
なりました。

下水道普及啓発ポスター
入賞作品が決定しました
　栃木市・壬生町の小学４年生の多数の応募作品の中か
ら、県都市整備課長賞に安塚小学校の多田有姫奈さんが
選ばれました。また、優秀賞に壬生小学校と壬生東小学
校からそれぞれ２
作品選ばれ、優良
賞に壬生小学校か
ら４作品、安塚小
学校から３作品、
藤井小学校・壬生
東小学校・壬生北
小学校からそれぞ
れ１作品が選ばれ
ました。

安塚小学校４年　多田　有姫奈

̶お詫びと訂正̶　広報みぶ12月号について以下のとおり訂正いたします。
①16ページ「とちまる安心認証」の記事にて、ダンデライアンの住所「宇塚1095-11」と記載がありましたが、正しくは「大字安塚1095-11」でした。
②27ページ「第22回全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」リハーサル大会 兼 第18回栃木県障害者スポーツ大会参加選手募集」の記事にて、「関東ロック」と記載
　がありましたが、正しくは「関東ブロック」でした。
お詫びして訂正いたします。

おもちゃ博物館

子育て支援センター
ひよこ・つばめの活動紹介下水道普及啓発ポスター

入賞作品が決定しました
た　だ　あ　き　な
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	2201／16選挙立候補予定
	2201／17新成人・国民年金
	2201／18医療控除所得税Q＆A
	2201／19医療費控除01
	2201／20医療費控除02
	2201／21申告フローチャート
	2201／22申告日程表001
	2201／23申告日程表002
	2201／24税務署から01
	2201／25税務署から02
	2201／26農業用免税軽油
	2201／27マイナ申請
	2201／28林家木久蔵入場料
	2201／29おしらせ01
	2201／30おしらせ02
	2201／31おしらせ03
	2201／32おしらせ04
	2201／33おしらせ05
	2201／34おしらせ06
	2201／35おしらせ06児童館
	2201／36図書館・わんぱく
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